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今月の表紙は吉村尚子さん作「静動」（個人蔵）

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
詳しくは、各問い合わせ先にご確認ください。

岡本市長　新年のあいさつ
「一寸先は光～コロナ禍でのにぎわい再生～」

あけましておめでとうございます

今月の納税
●納期限　１月31日 （火）
納期限内に納めましょう
市県民税（４期）
国民健康保険税（７期） 2023 年（令和５年）１月１日　発行／伊賀市　編集／総務部秘書広報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-24-7900　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　87,265 人　○世帯数　40,459 世帯
○男　42,873 人　　○女　44,392 人

伊賀市の人口・世帯数
令和４年 11月 30日現在

広報いがをスマホでチェック

１月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院　☎ 24-1111
　名張市立病院　☎ 61-1100
　岡波総合病院　☎ 21-3135

◦各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

◦伊賀市応急診療所（一次救急）※令和５年１月１日移転
【診療科目】　一般診療・小児科　【所在地】　上之庄 1700-1　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の30分前までです。駐車場に受付を設置しています。
※各種感染症検査（インフルエンザ・新型コロナウイルスなど）は行っていません。
※点滴・レントゲン検査・血液検査などはできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◦ 伊賀市救急・健康相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◦三重県救急医療情報センター
☎ 059-229-1199
受診できる医療機関をご案内（24時間）

◆手術室・中央材料室
　毎月、手術室では外科、乳腺外科、整形外科の手
術を約80件行っています。併設の中央材料室では、
院内全体で使用する器材を適正に管理（洗浄・消毒・
滅菌）し、安全に提供しています。
　外科・乳腺外科では、がんの手術や胆石症などの
良性疾患の手術を行っています。また、整形外科で
は、脊椎、人工関節（股関節やひざ関節）の手術や、
外傷による骨折に対する手術を行っています。
　看護師は、安心して手術を受けていただくために、
全身麻酔や脊椎麻酔を受ける患者さんに術前訪問を
行っています。術前訪問では医師からの説明の再確
認を行い、手術前後の注意点などを患者さんと一緒
に確認しています。

　臨床工学技士は、手術で使用する器械の保守や管
理、手術中の器機の動作確認などを行っています。
　患者さんにとって安全・安心な手術を受けられる
よう、医師、看護師、臨床工学技士など多職種が協
力しあっています。
　手術に関して心配なことなどがありましたら、さ
さいなことでも構いませんのでお尋ねください。今
後も患者さんの不安を和らげ、安心して手術を受け
ていただけるよう努めていきます。

（手術室・中央材料室　師長　宮川　多映）

上野総合市民病院だより

日 月 火 水 木 金 土
１

名張
２
　上野

３
　名張

４
　岡波

５
　名張

６
　上野

７
　上野

８
　岡波

９
　岡波

10
　上野

11
　岡波

12
　名張

13
　上野

14
　名張

15
岡／名

16
　岡波

17　
　名張

18
　岡波

19
　名張

20
　上野

21
　上野

22
　岡波

23
　岡波

24
　上野

25
　岡波

26
　名張

27
　上野

28
　上野

29
岡／名

30
　岡波

31
　名張 ＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。



　

令
和
４
年
も
や
は
り
コ
ロ
ナ
に
明
け

て
、
コ
ロ
ナ
に
暮
れ
た
一
年
で
し
た
。
収

ま
る
か
と
見
え
て
、
ま
た
ぶ
り
返
し
、
年

末
に
は
第
８
波
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
感
染

者
数
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
重
症
化
す

る
人
や
亡
く
な
る
人
が
大
変
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
治
療
薬
が
で
き
て
き

た
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
と
決
別
で
き
る

か
な
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
は
、
上
野
天
神
祭
の
鬼
行
列
・

だ
ん
じ
り
巡
行
が
３
年
ぶ
り
に
ほ
ぼ
通
常

ど
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
や
は
り
こ
の
２

年
間
の
ロ
ス
タ
イ
ム
は
大
き
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
例
え
ば
、
だ
ん
じ
り
を
引
っ
張

る
と
き
の
テ
コ
の
入
れ
方
や
、
お
囃は
や

子し

な

ど
、
文
化
的
な
物
事
を
伝
承
し
、
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
の
大
変
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
お
囃
子
を
担
当
す
る
年
齢
の

子
ど
も
た
ち
は
、
実
際
の
祭
で
演
奏
が
で

き
な
い
ま
ま
２
年
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
伝
統
文
化
の
継
承
を
は
じ
め
、
ど
ん

な
こ
と
も
「
続
け
て
い
く
」
と
い
う
こ
と

の
大
切
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。

岡
本
市
長

新
年
の
あ
い
さ
つ

◆
３
年
ぶ
り
の
ダ
ン
ジ
リ
行
事

　

岡
本
市
長
に
昨
年
の
振
り
返
り
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
に
ぎ
わ
い
再
生

新年あけましておめでとうございます
本年もどうぞよろしくお願いいたします

　
ま
た
11
月
に
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
in
上
野
恩
賜
公

園
で
は
、
皆
さ
ん
に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ

き
、
こ
う
し
た
催
し
の
大
切
さ
を
実
感
で

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
共
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
に
気
を
配

り
な
が
ら
、
今
年
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
禍
の
巣

ご
も
り
時
代
と
決
別
し
、
地
域
経
済
や
市

民
生
活
を
以
前
の
よ
う
な
段
階
に
近
づ
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
に
ぎ
わ
い
忍
者
回
廊
事
業
の

本
契
約
を
締
結
し
、
い
よ
い
よ
動
き
出
し

ま
し
た
。
大
阪
関
西
万
博
に
向
け
て
誘
客

を
図
る
た
め
、
忍
者
体
験
施
設
を
整
備
し

ま
す
。
ま
た
、
市
指
定
文
化
財
で
あ
る
旧

上
野
市
庁
舎
を
新
し
い
形
の
図
書
館
に
整

備
し
、
新
し
く
皆
さ
ん
が
集
え
る
場
所
、

さ
ま
ざ
ま
な
知
識
が
得
ら
れ
る
場
所
に
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
楽
し
み
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
公
共
交
通
に
つ
い
て
も
、
６
月

に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
関
係
自
治
体
と
の
間
で

関
西
本
線
活
性
化
利
用
促
進
三
重
県
会
議

が
設
置
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
の
活
性
化

に
つ
い
て
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と

は
大
き
な
進
歩
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
中
学
生
以
下
の
医
療
費
の
無

償
化
や
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料
の
無
償

化
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
食

育
に
も
力
を
入
れ
て
、
子
ど
も
の
貧
困
を

巡
る
問
題
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
小
・
中
学
校
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
使
っ
た
学
習
が
進
ん
で
い
ま
す
。

便
利
な
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
中
で
あ
っ
て

も
、
自
分
の
中
だ
け
で
完
結
す
る
の
で
は

な
く
、
周
り
の
人
や
周
辺
地
域
と
の
関
わ

り
の
中
で
学
ぶ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
も
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
激
動
の
時
代
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
一
番
大
事
な

こ
と
は
、
周
囲
の
情
勢
や
環
境
が
変
わ
り

続
け
る
中
で
、
い
か
に
自
ら
参
画
し
て
、

み
ん
な
で
成
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
市
政
や

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
、
住
民
自
治
な
ど
、
何

事
に
お
い
て
も
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
参

画
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
昨
年
生
誕
１
０
０
年
を
迎
え
た
伊
賀
市

出
身
の
画
家
・
元
永
定
正
さ
ん
が
口
癖
の

よ
う
に
語
っ
て
い
た
言
葉
が
「
一
寸
先
は

光
」で
す
。私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
頑
張
っ

た
先
に
明
る
い
光
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
み
ん
な
で
頑
張
り
、
み
ん
な
で
地
域
を

つ
く
る
時
代
の
幕
開
け
で
す
。

関西本線活性化利用促進三重県会議（６月27日）

◆
脱
・
巣
ご
も
り
時
代

◆
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

◆
「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」

皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
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華
や
か
な
人
目
を
ひ
く
「
風
流
」
の
精
神

を
体
現
し
、
衣
装
や
持
ち
物
に
趣
向
を
凝

ら
し
て
、
笛
・
太
鼓
・
鉦か

ね
な
ど
で
囃は

や
し
立

て
、
賑
や
か
に
踊
る
こ
と
に
よ
り
、
災
厄

を
祓は

ら
い
、
安
寧
な
暮
ら
し
を
願
う
と
い
う

特
徴
を
も
つ
「
風
流
踊
」
の
全
国
37
件
の

行
事
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
政
府
か
ら
ユ

ネ
ス
コ
に
登
録
の
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
３
月
、
全
国

41
件
で
の
再
提
案
を
経
て
、
令
和
４
年
11

月
１
日
に
ユ
ネ
ス
コ
評
価
機
関
か
ら
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
（
代
表
一

覧
へ
の
記
載
）
が
適
当
と
い
う
勧
告
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
11
月
30
日
に

モ
ロ
ッ
コ
で
開
催
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
保
護
条
約
第
17
回
政
府
間
委
員

会
で
登
録
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
ユ
ネ
ス
コ
へ
の

登
録
が
決
ま
り
感
激
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域

の
皆
さ
ん
が
神
事
踊
を

一
丸
と
な
っ
て
守
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
現
在
ま
で
続
け

て
き
た
成
果
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
地
域
に

対
す
る
ご
褒
美
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
後
は
、

世
界
遺
産
と
し
て
認
め
ら
れ
た
農
村
文
化
を
後

世
に
着
実
に
継
承
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

勝
手
神
社
神
事
踊
保
存
会
長　
　

山
中　
茂
和
さ
ん

　

胸
に
「
か
ん
こ
（
か
っ
こ
）」
と
呼
ば

れ
る
締
め
太
鼓
を
下
げ
、
打
ち
鳴
ら
し
な

が
ら
踊
る
「
か
ん
こ
踊
り
」
は
全
国
に
散

在
し
て
い
ま
す
。

　
伊
賀
の
か
ん
こ
踊
り
は
、
現
在
ま
で
古

風
な
要
素
を
残
し
な
が
ら
、
連
綿
と
受
け

継
が
れ
て
き
た
踊
り
で
、
そ
の
背
景
に
は

干
ば
つ
や
疫
病
に
対
す
る
恐
れ
と
、
切
実

な
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。
甲
賀
や
南
山
城

な
ど
周
辺
地
域
の
踊
り
と
の
関
連
も
色
濃

く
認
め
ら
れ
、
伊
賀
地
域
の
芸
能
文
化
の

豊
か
さ
を
表
す
重
要
な
も
の
で
す
。
そ
の

中
で
「
勝
手
神
社
の
神
事
踊
」
は
、
現
存

す
る
か
ん
こ
踊
り
の
代
表
と
し
て
大
変
貴

重
な
も
の
で
す
。

【申込先・問い合わせ】　文化財課
　☎ 22-9678　℻  22-9667
　 bunkazai@city.iga.lg.jp

◆記念講演会
【と　き】　３月 11 日㈯　
　　　　　午後１時 30分～３時 30分
　　　　　（受付：午後１時）

【ところ】　大山田産業振興センター
　　　　　どんぐりホール（平田 950-1）

【内　容】
○演題　「山畑勝手神社の神事踊について

　―ユネスコ無形文化遺産登録によせて―」
○講師　伊賀市文化財保護審議会委員　
　　　　佐々木　聖佳さん

【定　員】　先着 100人
【申込方法】　電話
【申込受付開始日】　１月 16日㈪～

12 月４日の記念式典の様子

農
村
文
化
を
後
世
に
残
し
て
い
き
た
い

◆
伊
賀
の
か
ん
こ
踊
り
を
未
来
へ

　
「
勝
手
神
社
の
神
事
踊
」
は
、
10
月
第

２
日
曜
日
に
、
山
畑
の
勝
手
神
社
で
奉
納

さ
れ
ま
す
。
神
事
踊
の
起
源
は
、
地
元
で

保
管
さ
れ
る「
勝
手
神
社
神
事
踊
沿
革
史
」

（
１
９
３
５
年
）
に
よ
る
と
、
二
つ
の
説

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
寛
政
２
（
１
７
９
０
）
年
に

老
中
松
平
定
信
に
よ
っ
て
敬
神
思
想
の
向

上
が
進
め
ら
れ
、
全
国
的
に
神
事
が
盛
ん

と
な
り
、
神
事
踊
を
始
め
た
と
す
る
説
。

も
う
一
つ
は
、
江
戸
時
代
に
疫
病
が
流
行

し
た
際
、
尾
張
の
津
島
神
社
を
勧か

ん

請じ
ょ
う

し
、

神
事
踊
を
奉
納
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
す

る
説
で
す
が
、
ど
ち
ら
と
も
確
証
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
「
勝
手
神
社
の
神
事
踊
」
は
、
楽
長
１

人
、
楽
打
ち
４
人
、
中
踊
り
６
人
、
歌
出

し
５
人
（
立
歌
い
２
人
・
地
歌
い
３
人
）、

鬼
２
人
、
籠し

ゃ
ご

馬う
ま

と
馬
子
各
２
人
、
猿
１
人

で
構
成
さ
れ
ま
す
。
中
踊
り
は
芯
に
な
る

竹
の
先
に
牡ぼ

丹た
ん

の
造
花
「
ホ
ロ
花
」
を
付

け
、
造
花
で
飾
っ
た
割
竹
を
放
射
状
に
挿

し
て
枝
垂
れ
さ
せ
た
華
や
か
な
「
オ
チ
ズ

イ
」
を
背
負
い
ま
す
。
立
歌
い
は
団う

ち
わ扇

を

手
に
踊
り
、
楽
打
ち
も
立
ち
居
を
繰
り
返

し
た
り
、
太
鼓
の
バ
イ
を
回
転
さ
せ
た
り

す
る
な
ど
複
雑
な
所し

ょ
作さ

を
見
せ
ま
す
。

　
「
勝
手
神
社
の
神
事
踊
」
は
、
昭
和
38

（
１
９
６
３
）
年
１
月
11
日
に
三
重
県
無

形
文
化
財
に
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年

３
月
８
日
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、令
和
２（
２
０
２
０
）年
３
月
、

盆
踊
や
小
歌
踊
、念
仏
踊
、太
鼓
踊
な
ど
、

　
「
勝
手
神
社
の
神し

ん
事じ

踊お
ど
り

」
を
含
む
、全
国
で
41
件
の
「
風ふ

流り
ゅ
う

踊お
ど
り

」
が
、ユ
ネ
ス
コ
（
国

連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
に
登
録

さ
れ
る
の
は
、
伊
賀
市
で
は
「
上
野
天
神
祭
の
ダ
ン
ジ
リ
行
事
」
に
続
き
、
２
例
目
と

な
り
ま
す
。
今
回
は
、
神
事
踊
の
歴
史
と
ユ
ネ
ス
コ
登
録
の
経
緯
を
紹
介
し
ま
す
。

「勝手神社の神事踊」
ユネスコ無形文化遺産に登録決定

◆
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
へ

◆
神
事
踊
っ
て
ど
ん
な
踊
り
？

◆
神
事
踊
の
起
源
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新型コロナウイルス感染症対策情報

新型コロナウイルスに関する
お知らせ

　２回目接種を終えた 12歳以上のすべての人が対象
です。前回接種日の３カ月後から１人１回接種できま
す。接種券がお手元に届いたら予約ができます。
　３・４回目の接種券をすでにお持ちの人は、その接
種券を使って接種を受けることができます。
　接種実施期間は令和５年３月 31日までです。お早
めの接種をご検討ください。　

　伊賀流プレミアム付お買いもの券の有効期限は１月
31日㈫です。有効期限を過ぎたお買いもの券は使用
できません。期限内に使用しましょう。

【問い合わせ】
　伊賀市内地域経済活性化事業実行委員会事務局
　○上野商工会議所　☎  21-0527
　○伊賀市商工会（本所・伊賀支所）　☎ 45-2210

オミクロン株対応ワクチン接種

伊賀流プレミアム付お買いもの券は使いましたか ワクチン接種証明書（デジタル証明書）
　マイナンバーカードをお持ちの人は、
新型コロナワクチンを接種した記録をデ
ジタル証明書で取得できます。アプリ上
で取得した証明書を画像保存すること
で、窓口申請と同じ様式の接種証明書を発行できます。
　証明書には、海外用・日本国内用の 2種類があり
ます。接種情報が接種記録システム（VRS）へ登録さ
れた時点で発行が可能となりますが、医療機関などで
接種を受けた情報が登録できるまで少なくとも一週間
程度かかります。
　ただし、アプリ上で発行された接種証明書は自動更
新がされません。発行後に追加接種した場合は必ず再
度このアプリで接種証明の発行を行ってください。
　なお、ワクチンの接種証明などを活用した国内での
特典付与やサービス提供などの取り組みでは、紙の予
防接種済証や接種記録書もこれまで通り利用できま
す。提示を求められる場合もありますので、大切に保
管してください。

　アプリなどの詳しい情報はデジタル庁
ウェブサイトをご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※新型コロナワクチン接種について最新の詳しい情報
は市ホームページでお知らせします。

【問い合わせ】　ワクチン接種推進課
　☎  41-1550　℻  22-9694

【ワクチン接種に関する問い合わせ】
○伊賀市新型コロナワクチン専用コールセンター
　（月～土曜日、午前８時 30分～午後５時）
　☎ 0120-849-064
○三重県新型コロナウイルスワクチン副反応相談窓口
　（24時間対応、土・日曜日、祝日含む。）
　☎ 059-224-3326

　新型コロナウイルスワクチンの接種は、市民の皆さ
んに受けていただくようご案内していますが、強制す
るものではありません。「感染症予防の効果」と「副
反応のリスク」の双方を理解した上で、接種を受ける
かどうかの判断をしてください。
　また、職場や周りの人などへの接種の強制や、接種
を受けていない人への偏見や差別につながる行為、人
権侵害、誹謗中傷などは絶対に行わないでください。

コロナ差別に関する人権相談窓口
一人で悩まないで大丈夫
一緒に考えましょう。

【問い合わせ】
○津地方法務局人権相談　☎ 0570-003-110
○人権政策課　☎ 22-9683　℻  22-9641
　　　　　　　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

引き続き感染対策を
お願いします。

仕事も子育ても頑張って毎日
楽しく過ごしていきたい

小学校最後の一年を
全力で楽しみたい

今年も歯科衛生士と
して患者さんの笑顔
のために頑張りたい

小田町
石橋　望さん・由啓さん
（昭和 62年生まれ）

元気で一番好きな
俳画を続けたい
目標 100歳！

上野田端町
松岡　キミ子さん
（昭和２年生まれ）

西之澤
古賀　寛汰さん
（平成 23年生まれ）

玉瀧
尾崎　楓さん
（平成 11年生まれ）

ご協力いただき、ありがとうございました。皆さんにとって、実り多き１年となりますように…

※住所・氏名・生まれ年と、今年の抱負を掲載しています。

卯年生まれの皆さんに
今年の抱負を伺いました

世界平和を
祈りながら健康に
過ごしたい

暮らしやすくＵターン
してもらえるような
地域づくりに励みたい

家族や友人と
いろいろなところに
おでかけしたい

健康に気をつけて
笑顔で頑張りたい

楽しく花や
野菜づくりを
したい

家族みんなで
幸せに豊かに
暮らしたい

下川原
東山　圭子さん
（昭和 14年生まれ）

真泥
西嶋　克司さん
（昭和 26年生まれ）

平田
福山　英樹さん
（昭和 50年生まれ）

島ヶ原
二井　久也さん
（昭和 38年生まれ）

高尾
瀧夲　米子さん
（昭和 14年生まれ）

緑ケ丘南町
田中　咲さん
（昭和 62年生まれ）
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所
得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
、

贈
与
税
、
市
・
県
民
税
　
合
同
申
告
会
場

◆
と　
き　

２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈬
（
土
・
日
曜
日
、
休
日
を
除
く
。）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
受
付
は
午
後
４
時
に
終
了
し
ま
す
。

※
会
場
の
混
雑
の
状
況
に
よ
り
、
受
付
を
早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
と
こ
ろ　

ヒ
ル
ホ
テ
ル
サ
ン
ピ
ア
伊
賀　
３
階
伊
賀
の
間

※
申
告
会
場
開
設
期
間
中
は
、「
上
野
税
務
署
」「
伊
賀
県
税
事
務
所
」「
伊
賀
市
役

所
」
内
に
は
、
申
告
会
場
を
設
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
分
所
得
税
、
個
人
事
業
者
の

消
費
税
、
贈
与
税
の
確
定
申
告
と
、
令
和

５
年
度
市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
、

上
野
税
務
署
、
伊
賀
県
税
事
務
所
、
伊
賀

市
が
合
同
で
申
告
会
場
を
設
け
ま
す
。
上

記
開
設
期
間
中
に
お
早
め
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
電
子
申
告
・
郵
送
提
出
が
で
き
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
ｅ
ー
Ｔタ

ッ
ク
ス

ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）

ま
た
は
郵
送
に
よ
る
提
出
を
お
す
す
め
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◆
確
定
申
告
書
用
紙
に
つ
い
て

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
・
通
信
技
術
）
を
利
用

し
た
申
告
件
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、申
告
書
用
紙
の
送
付
に
代
え
て
、「
確

定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
は
が
き
を
送
付
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
告
書
や
確
定
申
告
に
必
要
な
各
種
様

式
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
特
集
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

適
宜
印
刷
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
会
場
へ
の
入
場
に
は
「
入
場
整
理

券
」
が
必
要
で
す
。
整
理
券
は
、

Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
で
事
前
に
入
手

で
き
る
ほ
か
、
当
日
、
会
場
で
配

付
し
ま
す
。

　
な
お
、
整
理
券
の
配
付
状
況
に
よ

り
、
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
来
場
の
際
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
、
入
口
な
ど
で
手
指
消
毒
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
入
場
の
際
に
、
検
温
を
実
施
し
、

体
温
が
37
・
５
度
以
上
の
人
は
、

入
場
を
お
断
り
し
ま
す
。

【
申
告
書
の
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
】

○
所
得
税
、
消
費
税
、
贈
与
税
の
確
定
申
告

　
上
野
税
務
署

　
☎
21
・
０
９
５
０　
※
自
動
音
声
案
内

○
市
・
県
民
税
の
申
告

　
課
税
課　
☎
22
・
９
６
１
３

　
℻  
22
・
９
６
１
８

　

kazei@
city.iga.lg.jp

申
告
会
場
が
ヒ
ル
ホ
テ
ル
サ
ン
ピ
ア
伊
賀
に
変
わ
り
ま
す

税
の
申
告
は
期
間
内
に
お
早
め
に

会場までの無料送迎バスをご利用ください
■旧市役所（市営上野公園駐車場前）・市役所本庁舎経由　⇔　ヒルホテルサンピア伊賀

運行日 旧市役所発時刻 市役所本庁舎発時刻 申告会場発時刻

2 月 17日（金）・22日（水）・28日（火）
3月 9日（木）・14日（火）

10：00
12：30
15：00

10：15
12：45
15：15

10：45
13：45
16：10

市・県民税申告会場

開催日 会　場 時　間

2 月 1日（水）
2日（木） 阿山保健福祉センター　ホール

●受付開始時間
　午前８時 30分
●相談時間
　午前９時 30分～正午
　午後１時～４時

2月 8日（水）
9日（木） 島ヶ原支所　２階会議室

2月 15日（水）
16日（木） 大山田福祉センター　ふれあい広場

2月 21日（火）
22日（水）

青山複合施設 アオーネ（阿保地区市民センター）　会議室
※今年度から変更になりました

3月 1日（水）
2日（木） いがまち保健福祉センター　研修室

※午前は定員 25 人になり次第、受付を締め切ります。それ以降は午後からの相談になります。
※会場はかなりの混雑が予想されます。所得税の確定申告は、合同申告会場をご利用ください。

発着場所
運行日

支　所 地区市民センター

青山支所 神戸・比自岐・依那古 ３月 3日（金）・３月 9日（木）

阿山支所 府中・中瀬 ２月24日（金）・３月 7日（火）

島ヶ原支所 長田・小田 ３月 1日（水）

伊賀支所・大山田支所 友生 ３月 7日（火）・３月10日（金）

── きじが台・古山・猪田 ３月 2日（木）

── 諏訪・新居・三田 ２月17日（金）・３月 8日（水）

── 花垣・花之木・久米 ３月 6日（月）

■支所・地区市民センター　⇔　ヒルホテルサンピア伊賀

○「支所・地区市民センター ⇔ ヒルホテルサンピア伊賀」の送迎バスの時刻表は、各支所もしくは発着場所
となる地区市民センターに設置します。

○交通事情などにより、運休または発着時刻が遅れる場合があります。
○会場へは、上記無料送迎バスのほか、公共交通機関もご利用ください。
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◆医療費控除の明細書
　領収証などの提出の代わりに「医療費控除の明細書」
の添付が必要です。健康保険組合などが発行する「医
療費のお知らせ」などを添付することで、明細の記載
を省略できます。詳しくは、国税庁ホームページをご
覧ください。

◆ふるさと納税（寄附金控除）の申告
　「ふるさと納税ワンストップ特例」の適用に関する
申請書を提出している人でも、５団体を超える自治体
にふるさと納税を行った場合や医療費控除を受けるな
どの理由により所得税の確定申告をする場合は、ふる
さと納税を行ったすべての金額を寄附金控除の計算に
含め申告する必要があります。

◆確定申告書 第二表　住民税に関する事項の記入
　16歳未満の扶養親族、配当に関する住民税の特例、
非居住者の特例、配当割額控除額、株式等譲渡所得割
額控除額、寄附金税額控除などの各事項について、該
当がある場合は必ず記入してください。記入のない場
合は、住民税額の課税計算に適用されません。

◆申告と各種証明書の発行
　所得税や市・県民税の申告が必要な人が申告をしな
いと、借入れ、扶養、住宅、福祉、教育などの申請に
必要な証明書（所得証明書・課税証明書）が発行でき
ません。また、各種制度での適用が受けられなくなる
ことがあります。

その他注意事項

◆要支援・要介護認定を受けている人の
税の障害者控除

　身体障害者手帳や療育手帳などをお持ちでなく
ても、次のすべてに該当する人は、「障害者控除
対象者認定書」により、所得税、市・県民税の障
害者控除を受けることができます。
○市内に住所がある 65 歳以上で、12 月 31 日
現在で要支援・要介護認定を受けている人

○直近の市介護認定審査会資料で、日常生活自立
度の判定が、障害者控除対象者認定基準以上で
ある人 

　認定書の交付には申請が必要です。認定書の交
付は１月中旬以降となります。認定基準など、ご
不明な点はお問い合わせください。

【問い合わせ】
　介護高齢福祉課　☎ 26-3939　℻   26-3950
　 kaigo@city.iga.lg.jp

①本人確認書類　マイナンバーカード（個人番号カード）
※マイナンバーカードがない場合は、通知カード（氏
名、住所などが住民票の記載事項と一致しているこ
と。）と身元確認書類（運転免許証、健康保険証、
パスポート（旅券）、在留カード　など）

②申告書（税務署または市役所から送付されている人）
③税務署からのお知らせはがき（送付された人のみ）
④令和４年中の所得を明らかにできる書類
　源泉徴収票または支払調書、収支内訳書または青色
申告決算書（事前に作成）、配当の支払通知書などそ
の所得を証明する書類　　
⑤控除を受けるために必要な証明書など
○国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険
料の領収証または証明書

※あらかじめ令和４年中の支払金額を計算しておいて
ください。年金から天引きされている場合は、公的
年金などの源泉徴収票に金額が記載されています。

○国民年金保険料の控除証明書

○生命保険料、個人年金保険料、地震保険料などの証
明書

○医療費控除を受ける人は、医療費控除の明細書（事
前に作成）

○そのほか、受けようとする控除の必要書類または証
明書類

⑥所得税の還付申告をする人は、預貯金口座情報のわ
かるもの（申告する人の名義に限る。）

⑦筆記用具
※申告内容によっては①～⑦以外に、ほかの書類など
が必要になる場合があります。

※昨年の申告書の控えや申告資料をお持ちいただく
と、申告内容の確認などがスムーズにできます。

申告に必要なもの

◆所得により保険税額を減額します
　伊賀市国民健康保険では、法令で定められた所得
基準を下回る世帯は、均等割額と平等割額の 7割、
５割または２割を減額します。

◆減額には市・県民税の申告が必要です
　世帯主とその世帯の被保険者全員の総所得金額な
どの合算額により該当するか判定します。収入状況
が不明な人のいる世帯は減額できません。

　前年に収入がまったくない人や、障害年金・遺族
年金などの非課税所得のみの人で、市内在住の誰に
も扶養されていなかった人は、国民健康保険税の賦
課資料と福祉医療受給資格認定資料にもなるため、
必ず市・県民税の申告をしてください。

【申告期間】　２月 16日㈭～３月 15日㈬
【問い合わせ】　保険年金課
　☎  22-9659　℻  26-0151
　 hoken@city.iga.lg.jp

国民健康保険加入者と福祉医療受給者は市・県民税の申告が必要です

申告が必要な人
■所得税の確定申告が必要な人　
①事業をしている場合や不動産収入がある場合、土地
や建物を売った場合などで、令和４年中の所得金額
の合計金額が所得控除（基礎控除・扶養控除など）
の合計額を超える場合

②給与所得者で
○給与の年収が 2,000 万円を超える場合
○１カ所から給与などの支払いを受けている人で、給
与所得や退職所得以外の各種所得の金額の合計額が
20万円を超える場合

③２カ所以上から給与などの支払いを受けている人
で、年末調整された主たる給与以外の給与の収入金
額と給与所得や退職所得以外の各種所得の金額との
合計額が 20万円を超える場合

※令和４年中の公的年金などの収入金額が 400 万円
以下で、かつ、その年分の公的年金などに係る雑所
得以外の所得金額が 20万円以下である場合は、確
定申告をする必要はありません。

※確定申告をする必要のない人でも、医療費控除や住
宅借入金等特別控除などを受けるときは、確定申告
をすれば源泉徴収された所得税が還付される場合が
あります。

■市・県民税の申告が必要な人

▶ 所得が
給与のみ

▶ 給与支払報告書が勤務先から提出済み

▶ 給与支払報告書が勤務先から未提出

▶
所得が
公的年金
のみ

▶ 公的年金支払報告書が支払者から提出済み

▶ 上記の人のうち社会保険料控除などを受ける

▶ 公的年金支払報告書が支払者から未提出

▶ 営業や農業、不動産、株式配当などの所得があった

▶ 医療費控除などを受けたい

▶ 市内在住の人に扶養されていた

▶ 市内在住の誰にも扶養されていなかった

▶ 市内に事務所・事業所・家屋敷を所有している
※所定時期に申告書を送付します。

▶ 申告不要

▶ 申告必要

▶ 申告不要

▶ 申告必要

▶ 申告必要

▶ 申告必要

▶ 申告必要

▶ 申告不要

▶ 申告必要

▶ 申告必要

▶ 住民票
がある

▶ 令和４年中に
所得があった

▶ 令和４年中に
所得がなかった

▶ 住民票がない

令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
伊
賀
市
に

こちらでチェック！
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市
で
は
平
成
28
年
度
か
ら
、
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
て
地
域
の
人
と

と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
活
躍
す
る

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
制
度
を
導

入
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
布
引
地
域
に
新
た
に
２

人
の
伊
賀
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

が
着
任
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し

ま
す
。

◆
米
田　
知
史
隊
員

○
令
和
４
年
10
月
着
任

○
奈
良
県
出
身
の
33
歳

【
米
田
隊
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
】

　

伊
賀
に
来

て
ま
だ
ま
だ

日
は
浅
い
で

す
が
、
空
気

の
き
れ
い
さ
、

自
然
の
豊
か
さ
、
人
の
温
か
さ
、
多

く
の
面
に
お
い
て
都
会
と
は
違
う
魅

力
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
外
か

ら
来
た
か
ら
感
じ
る
も
の
な
の
か
、

も
と
も
と
居
て
も
感
じ
る
も
の
な
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
伊
賀

と
い
う
素
晴
ら
し
い
エ
リ
ア
が
私
は

大
好
き
で
す
。
多
く
の
人
に
こ
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
ド
ン
ド

ン
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き
ま
す
！

◆
井
上　
真
梨
子
隊
員

○
令
和
４
年
11
月
着
任

○
大
阪
府
出
身
の
34
歳

【
井
上
隊
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
】

　

２
人
の
娘

も
一
緒
に
移

住
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
地

域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。 

　

自
然
豊
か
で
、
お
米
も
美
味
し

く
、
皆
さ
ん
の
お
人
柄
な
ど
、
魅
力

い
っ
ぱ
い
の
こ
の
土
地
の
素
晴
ら
し

さ
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
い
け

る
よ
う
に
、
ま
ず
は
私
自
身
が
伊
賀

市
の
こ
と
を
知
っ
て
、
も
っ
と
好
き

に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
米
田
隊
員
と
井
上
隊
員
は
、
農
林

業
を
軸
と
し
た
新
た
な
６
次
産
業
化

や
そ
の
仕
組
み
づ
く
り
、
地
域
住
民

や
移
住
者
な
ど
が
集
え
る
拠
点
づ
く

り
と
そ
の
運
営
な
ど
を
通
じ
て
地
域

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

二
人
の
今
後
の
活
動
に
ぜ
ひ
ご
注
目

く
だ
さ
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
着
任
し
ま
し
た

【問い合わせ】　地域創生課　☎  22-9680　℻  22-9672　 chisou@city.iga.lg.jp

　
市
内
小
・
中
学
校
、
一
般
の
皆
さ

ん
か
ら
１
６
７
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
、
各
賞
が
決
定

し
ま
し
た
の
で
、
特
選
、
入
選
、
審

査
員
奨
励
賞
を
発
表
し
ま
す
。（
敬

称
略
）

　
特
選
作
文
は
１
月
５
日
㈭
〜
29
日

㈰
ま
で
、
上
野
図
書
館
２
階
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
展
示
し
ま
す
。

◆
特
選

○
第
１
部

　
「『
弟
子
』
を
読
ん
で
」

　
石
橋　
容
子
（
一
般
）

○
第
２
部

　
「
し
あ
わ
せ
の
レ
シ
ピ
と
食
品
ロ
ス
」

　
馬
場　
美
結
（
阿
山
中
学
校
１
年
）

○
第
３
部

「『
お
す
し
や
さ
ん
に
い
ら
っ
し
ゃ

い
』
を
読
ん
で
」

　
井
岡　
大
成
（
上
野
西
小
学
校
２
年
）

◆
入
選

○
第
１
部　

　
中
森　
千
聡
（
一
般
）

○
第
２
部　

　
福
谷　
太
陽
（
緑
ケ
丘
中
学
校
１
年
）

　
藤
﨑　
香
帆
（
崇
広
中
学
校
２
年
）

　
勝
島　
咲
（
緑
ケ
丘
中
学
校
２
年
）

　
木
林　
心
暖
（
城
東
中
学
校
２
年
）

　
佐
々
木　
凜
（
霊
峰
中
学
校
２
年
）

　
箱
林　
茉
優
（
阿
山
中
学
校
２
年
）

　
森　
彩
乃
（
青
山
中
学
校
２
年
）

　
西
堀　
美
羽
（
崇
広
中
学
校
３
年
）

　
和
田　
楓
華
（
城
東
中
学
校
３
年
）

　
稲
井　
京
香
（
霊
峰
中
学
校
３
年
）

　
上
角　
沙
羅
（
霊
峰
中
学
校
３
年
）

○
第
３
部

　
森
川　
湊
太
（
上
野
西
小
学
校
１
年
）

　
家
城　
奏
華
（
上
野
西
小
学
校
１
年
）

　
曽
地　
星
羽
（
青
山
小
学
校
１
年
）

　
安
川　
愛
梨
（
友
生
小
学
校
２
年
）

　
池
澤　
奈
花
（
成
和
東
小
学
校
２
年
）

　
中
島　
愛
莉
（
成
和
西
小
学
校
３
年
）

　
上
嶋　
杏
奈
（
成
和
西
小
学
校
３
年
）

　
西
森　
奏
翔
（
成
和
西
小
学
校
３
年
）

　
宮
嵜　
瑠
香
（
成
和
西
小
学
校
３
年
）

　
佐
原　
凛
香
（
成
和
西
小
学
校
３
年
）

　
澤
村　
穗
乃
加（
大
山
田
小
学
校
３
年
）

　
山
岡　
陽
一
（
成
和
西
小
学
校
５
年
）

　
川
口　
奈
緒
美（
青
山
小
学
校
５
年
）

　
布
生　
晃
河
（
中
瀬
小
学
校
６
年
）

　
中
島　
莉
咲
（
成
和
西
小
学
校
６
年
）

◆
審
査
員
奨
励
賞

　
霊
峰
中
学
校

　
成
和
西
小
学
校

第
18
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者【問い合わせ】　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999　 ueno-tosho@city.iga.lg.jp

トピックス
　
集
落
営
農
と
は
、
集
落
を
単
位
と

し
て
、
農
業
生
産
過
程
の
全
部
ま
た

は
一
部
に
つ
い
て
共
同
で
取
り
組
む

こ
と
で
す
。
市
で
は
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
な
ど
の
課
題
解
決
に
取
り
組

む
集
落
営
農
組
織
を
支
援
し
ま
す
。

◆
補
助
事
業
の
内
容

【
対　
象
】

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
組
織

○
集
落
営
農
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

集
落
環
境
と
機
能
維
持
に
つ
な
が

る
活
動
を
行
お
う
と
す
る
組
織

○
市
内
に
拠
点
が
あ
り
、
市
内
で
営

農
を
行
っ
て
い
る
組
織

○
集
落
内
の
合
意
に
よ
っ
て
組
織

し
、
営
農
活
動
を
継
続
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
組
織

○
定
款
・
規
約
な
ど
の
定
め
が
あ
り

公
正
な
運
営
が
見
込
ま
れ
る
組
織

【
対
象
事
業
】

①
農
業
用
機
械
機
具
購
入
費
助
成

②
施
設
の
新
築
・
改
修
費
助
成

※
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
や
農
業
用
ド

ロ
ー
ン
な
ど
ス
マ
ー
ト
農
業
に
関

す
る
機
械
の
購
入
を
優
先
採
択
し

ま
す
。

【
補
助
額
】

　
事
業
費
の
20
％
以
内
（
ス
マ
ー
ト

農
業
に
関
す
る
機
械
は
40
％
以
内
）

※
①
上
限
１
０
０
万
円

　
②
上
限
２
０
０
万
円

　
（
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

　
下
限
は
①
②
い
ず
れ
も
20
万
円

※
予
算
の
範
囲
内

※
４
月
か
ら
翌
年
３
月
末
日
ま
で
に

実
施
・
完
了
す
る
事
業
に
限
り

ま
す
。

【
申
請
書
類
】

○
申
請
書

○
組
織
の
定
款
・
規
約
・
会
則
な
ど

○
組
織
の
前
年
度
の
実
績
報
告
書
・

収
支
報
告
書

○
組
織
の
本
年
度
の
事
業
計
画
書
・

収
支
予
算
書

○
組
織
の
構
成
員
名
簿

○
集
落
営
農
支
援
事
業
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
資
料

（
会
議
録
な
ど
）

○
見
積
・
カ
タ
ロ
グ
・
設
計
図
な
ど

※
申
請
書
と
募
集
要
項
は
農
林
振
興

課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

【
申
請
期
間
】

　
１
月
６
日
㈮
〜
２
月
17
日
㈮

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
、

就
業
時
間
内
）　
※
必
着

【
審
査
・
選
考
方
法
】

　
書
類
審
査
・
選
考
を
行
い
、
３
月

末
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

集
落
営
農
を
支
援
し
ま
す

【申請先・問い合わせ】　農林振興課　☎  22-9713　℻  22-9715　 nourin@city.iga.lg.jp

　

２
月
１
日
㈬
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
市
税
・
保
険
料
・
料
金
な
ど

の
口
座
振
替
の
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
依
頼
書
の
記
入
や
届
出
印
が
不

要
で
、
金
融
機
関
に
出
向
く
必
要
も
な
い

の
で
、
簡
単
・
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
申
込
で
き
る
税
・
科
目
】

○
市
県
民
税

○
固
定
資
産
税

○
軽
自
動
車
税

○
国
民
健
康
保
険
税

○
介
護
保
険
料

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

○
保
育
料

○
保
育
給
食
費

【
利
用
で
き
る
人
】

　
個
人
の
納
税
義
務
者・納
入
義
務
者
で
、

利
用
で
き
る
金
融
機
関
の
普
通
預
金
（
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
通
常
貯
金
）
口
座

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人

【
利
用
で
き
る
金
融
機
関
】

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

○
百
五
銀
行

○
北
伊
勢
上
野
信
用
金
庫

○
東
海
労
働
金
庫

○
中
京
銀
行

○
南
都
銀
行

○
滋
賀
銀
行

○
三
十
三
銀
行

○
伊
賀
ふ
る
さ
と
農
業
協
同
組
合

【
用
意
す
る
も
の
】

○
金
融
機
関
名
、
支
店
名
、
口
座
番
号
が

わ
か
る
も
の
（
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
な
ど
）

○
申
し
込
み
を
行
う
市
税
や
料
金
の
納
入

通
知
書

【
利
用
可
能
時
間
】

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
間
を
除
き
、
金
融
機

関
の
利
用
可
能
時
間
内
に
い
つ
で
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
伊
賀
市
Ｗウ

ェ

ブ
ｅ
ｂ
口

座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
申
込
受
付
サ
イ

ト
」（
２
月
開
設
予
定
）
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
手
続
き
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に

【問い合わせ】
○市県民税・固定資産税・軽自動車税・
　国民健康保険税
　収税課　☎  22-9615　℻  22-9618
○介護保険料
　介護高齢福祉課　☎26-3939　℻  26-3950
○後期高齢者医療保険料
　保険年金課　☎ 22-9660　℻  26-0151
○保育料・保育給食費
　保育幼稚園課　☎ 22-9655　℻  22-9646
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◆
動
物
大
好
き

―
穐あ

き
月づ

き
絵
画
に
登
場
す
る
動
物
た
ち
―

　
動
物
が
大
好
き
だ
っ
た
穐
月
明
さ

ん
。
猫
や
犬
な
ど
が
大
き
く
描
か
れ

た
作
品
の
ほ
か
、
風
景
画
な
ど
に
も

必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
小
さ
く
動

物
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
登
場
す
る

動
物
た
ち
に
は
個
性
が
あ
り
、
心
を

感
じ
る
描
か
れ
方
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
絵
の
中
の
動
物
目
線
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
と　
き
】

　
１
月
６
日
㈮
〜
２
月
６
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
（
入
館
は
午
後
４
時
ま
で
）

※
火
曜
日
休
館

【
料　
金
】

　
３
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

〈
関
連
イ
ベ
ン
ト
〉

◆
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
お
話
会

【
と　
き
】　
１
月
29
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

【
内　
容
】

　
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
動
物
に
ま
つ
わ

る
話
を
し
ま
す
。

語
り
部
：

ひ
だ
ま
り
文
庫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
定　
員
】　
10
人　
※
要
予
約

【
申
込
受
付
開
始
日
】

　
12
月
17
日
㈯　
午
前
10
時
〜

【
申
込
方
法
】　
電
話

◆
初
釜
の
お
茶
会

【
と　
き
】

　
１
月
15
日
㈰
、
２
月
４
日
㈯

①
午
前
10
時
〜

②
午
前
11
時
〜

③
午
後
１
時
〜

④
午
後
２
時
〜

【
料　
金
】

　
４
０
０
円

【
定　
員
】

　
各
回
８
人　
※
要
予
約

【
申
込
受
付
開
始
日
】

　
12
月
17
日
㈯　
午
前
10
時
〜

【
申
込
方
法
】　
電
話

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
「
動
物
に
ま
つ
わ
る
父
の
思
い
出
」

　
（
一
財
）
東
洋
文
化
資
料
館
靑
山
讃

頌
舎
理
事
長
の
穐
月
大
介
さ
ん
が
、

父
・
穐
月
明
さ
ん
と
動
物
に
ま
つ
わ

る
多
く
の
逸
話
を
紹
介
し
ま
す
。

【
と　
き
】　
１
月
14
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜

【
定　
員
】

　
先
着
20
人

※
要
入
館
料

新
春
通
常
展

【申込先・問い合わせ】　青山ホール　☎  52-1109
【問い合わせ】　文化振興課　☎  22-9621　℻  22-9619　 bunka@city.iga.lg.jp

※
単
身
で
の
入
居
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
子
育
て
支
援
世
帯
は
、
０
歳
か
ら

義
務
教
育
終
了
ま
で
の
子
と
同
居

し
、
か
つ
養
育
し
て
い
る
世
帯

で
す
。

【
入
居
資
格
】

　
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
人

○
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

　
（
外
国
籍
の
人
は
、
国
内
に
２
年
以

上
継
続
し
て
居
住
し
て
い
る
こ
と
。）

○
同
居
人
も
含
め
て
市
税
な
ど
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と
。

○
過
去
に
市
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

た
人
で
、
家
賃・駐
車
場
使
用
料・

共
益
費
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と
。

○
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

○
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族(

婚
約

者
を
含
む
。)

が
い
る
こ
と
。

○
公
営
住
宅
法
に
定
め
る
所
得
基
準

に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

○
独
立
の
生
計
を
営
み
、
入
居
者
と

同
等
以
上
の
収
入
が
あ
る
連
帯
保

証
人
が
原
則
２
人
い
る
こ
と
。（
連

帯
保
証
人
は
市
内
在
住
も
し
く
は

在
勤
で
あ
る
か
、
ま
た
は
入
居
者

の
親
族
で
あ
る
こ
と
。）

○
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

【
申
込
方
法
】

　
住
宅
課
、
各
支
所
（
上
野
支
所
を

除
く
。）
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は

持
参

※
持
参
の
場
合
は
各
支
所
（
上
野
支

所
を
除
く
。）で
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

　
１
月
10
日
㈫
〜
17
日
㈫

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土･

日
曜
日
を
除
く
。

※
郵
送
の
場
合
は
１
月
17
日
㈫
必
着

◆
公
開
抽
選
会

【
と　
き
】

　
２
月
17
日
㈮　
午
前
９
時
30
分
〜

【
と
こ
ろ
】

　
本
庁
舎　
３
階
会
議
室
３
０
１

※
抽
選
開
始
時
間
に
不
在
の
場
合

は
、
失
格
に
な
り
ま
す
。

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

【申込先・問い合わせ】　住宅課　☎ 22-9737　℻   22-9736　 jutaku@city.iga.lg.jp

伊
賀
市
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
青
山
讃
頌
舎

【
募
集
戸
数
】

○
荒
木
団
地　
１
戸

○
木
根
団
地　
１
戸

○
河
合
団
地（
子
育
て
支
援
世
帯
）

　
１
戸

トピックス

◆
集
団
が
ん
検
診

【
と　
き
】　
３
月
11
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

　
ゆ
め
ぽ
り
す
セ
ン
タ
ー

【
内　
容
】

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
子
宮
が
ん
・

乳
が
ん

○
予
約
電
話

　
☎
22
・
９
６
５
３

　
（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
）

【
対
象
者
】

　
検
診
日
に
市
内
に
住
民
登
録
が
あ

る
人
で
、
各
検
診
の
対
象
年
齢
に
該

当
す
る
人

※
す
で
に
、
今
年
度
の
同
じ
内
容
の

が
ん
検
診
を
受
け
た
人
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。

◆
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ
る
検
診

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立
腺
が

ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は
２

月
28
日
㈫
ま
で
市
内
医
療
機
関
で
受

診
で
き
ま
す
。

　
医
療
機
関
で
が
ん
検
診
を
受
け
る

場
合
は
、
直
接
医
療
機
関
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
各
検
診
の
詳
し
い
注
意
事
項
に
つ

い
て
は
、
広
報
い
が
６
月
号
、
９

月
号
も
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
年
度
最
後
の
集
団
が
ん
検
診

【問い合わせ】　健康推進課　☎ 22-9653　℻   22-9666　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

　
国
民
年
金
は
、
歳
を
と
っ
た
と
き

な
ど
の
生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な

で
支
え
る
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
に
は
、
老
齢
年
金
の
ほ

か
、
病
気
や
事
故
で
障
が
い
が
残
っ

た
と
き
に
受
け
取
れ
る
障
害
年
金

や
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ

の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た
遺
族
が
受
け
取
る
遺
族
年
金

が
あ
り
ま
す
。

　
20
歳
に
な
っ
た
人
に
は
日
本
年
金

機
構
か
ら
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら

せ
と
基
礎
年
金
番
号
通
知
、
納
付
書

な
ど
が
送
付
さ
れ
ま
す
。（
厚
生
年

金
加
入
中
の
人
を
除
き
ま
す
。ま
た
、

20
歳
に
な
る
直
前
に
海
外
か
ら
転
入

し
た
人
な
ど
は
国
民
年
金
加
入
手
続

き
が
必
要
で
す
。）

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
難
し

い
人
で
、
次
の
制
度
の
対
象
と
な
る

人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
で
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
、

大
学
院
、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び

各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で

あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日

本
分
校
に
在
学
す
る
人
が
対
象
で
す
。

◆
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

※
学
生
納
付
特
例
制
度
に
該
当
す
る

人
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

○
免
除
制
度

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
そ
れ

ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
に
、
保
険
料
が
全
額
ま
た

は
一
部
免
除
さ
れ
ま
す
。

○
納
付
猶
予
制
度

　
50
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
・
配

偶
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

〈
保
険
料
は
口
座
振
替
に
よ
る
前

納
が
で
き
ま
す
〉

　
保
険
料
を
前
も
っ
て
ま
と
め
て

納
付
す
る
と
、
保
険
料
の
割
引
額

が
多
く
な
り
ま
す
。
口
座
振
替
で

前
納
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
事

前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
申
込
期
限
】

○
２
年
前
納
、
１
年
前
納
、
６
カ

月
前
納
（
４
月
〜
９
月
分
）：

毎
年
２
月
末
日

○
６
カ
月
前
納
（
10
月
〜
翌
年
３

月
分
）：
毎
年
８
月
末
日

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

【問い合わせ】　○保険年金課　☎  22-9659　℻  26-0151
　　　　　　　○津年金事務所国民年金課　☎ 059-228-9112

内　容 対象年齢
自己負担金

74歳以下 75歳以上

胃がん 20 歳以上 1,800 円 800円

大腸がん 20 歳以上 800円 500円

子宮がん 20 歳以上の女性 1,400 円 500円

乳がん（マンモグラフィ） 30 歳以上の女性 1,600 円 800円

◆自己負担金
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情報交流ひろば
となりまち　いが· こうか · かめやま

　110 番通報は、事件や事故にあったり、目撃した
際に警察官に一刻も早く現場に来てほしいときに利用
する緊急通報の専用電話です。
　110 番通報では、警察官が次のとおりお聞きしま
すので、落ち着いてお答えください。

　○事件ですか？事故ですか？何がありましたか ?
　○怪我はありますか？　　○場所はどこですか ?
　○いつ起きましたか？　　○犯人を見ましたか？
　○今どうなっていますか？
　○あなたの名前を教えてください。

　110 番通報を受けると、その現場を受け持つ警察
署やパトカーに指令を行い、現場に出動させます。
　なお、急を要さない相談やお問い合わせは下記まで。

【問い合わせ】　○伊賀警察署　☎ 21-0110
　　　　　　　○名張警察署　☎ 62-0110
　　　　　　　○警察安全相談電話　♯ 9110

緊急通報 110番

伊賀警察署だより

　11月 12 日㈯、３市の鉄道遺産群を巡るウォー
キングイベントを開催し、33 人が参加しました。
参加者は、亀山市と伊賀市をつなぐ JR 関西本線や
甲賀市の信楽高原鐵

てつ
道などを乗り継ぎながら、周辺

の鉄道遺産を巡りました。

三重県伊賀市、滋賀県甲賀市、三重県亀山市の３市の魅力を体感できる
「いこか」連携イベントを開催しました！

○秘書広報課　☎ 22-9636　○甲賀市秘書広報課　☎ 0748-69-2101
○亀山市広報秘書課　☎ 0595-84-5021 【いこか】の問い合わせ

朝活！いこかの鉄道遺産群を巡るウォーク いこかトレイルイベント 2022「伊賀霊山へいこか！」
　11月 26 日㈯、登山を楽しみながら山々の自然
に親しむトレイルイベントを開催し、23人が参加
しました。絶好の登山日和の中、山頂からの景色を
眺めながら昼食を楽しむなど、参加者は霊山の豊か
な自然を満喫していました。

　JR 関西本線利用促進
と電化を進める会は、地
域の活性化のため、会員
の民間企業・各種団体・
自治体・個人が協力し合
い、利便性向上への要望
活動や沿線ウォーキングの実施、観光情報発信、学校
など団体利用への補助などの利用促進事業に取り組む
団体です。
　関西本線は伊賀地域にとって大切な鉄道路線です
が、利用者数は大幅に減少しており、活性化が大きな
課題となっています。こうした取り組みの輪をさらに
広げるため、当会では新規会員を募集しています。入
会の方法など、詳しくはお問い合わせください。
　関西本線に乗って、鉄道と地域の活性化につなげま
しょう。

【問い合わせ】　交通政策課
　☎ 22-9663　℻  22-9694

JR 関西本線利用促進と電化を進める会

公共交通を利用しましょう 伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）
定住自立圏ニュース
伊賀市 笠置町 南山城村 山添村

【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 22-9705　℻   22-9673
　 iryoufukushi@city.iga.lg.jp

　応急診療所は、休日・夜間の急な病気やけがをした
ときに対応するための診療所として関係者、関係機関
の協力により運営する一次救急医療機関です。
　応急診療所は応急処置を行うところです。点滴・レ
ントゲン検査・血液検査などはできません。何日も前
から同じ症状が出ている場合は、必ずかかりつけ医療
機関で、平日の診療時間内に受診してください。
　また、インフルエンザ検査・新型コロナウイルス検
査などは行っていません。

【診療科目】　一般診療・小児科
【診療時間】
○月～土曜日：午後８時～ 11時
○日曜日・祝日：午前９時～正午、午後２時～５時、
　　　　　　　　午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の 30分前まで

　医師・看護師などが 24時間体制で、病気やけがな
どで救急車を呼ぶかどうか迷っているときの相談をは
じめ、心と体のさまざまな相談、救急医療体制や応急
処置などに関する相談に応じます。

○伊賀市・笠置町・南山城村・山添村にお住まいの皆
さんが無料で相談できます。

○プライバシーは厳守されますので安心してご相談く
ださい。

◆救急・健康相談ダイヤル 24　　☎  0120-4199-22

◆伊賀市応急診療所　　☎  22-9990
伊賀市の救急医療体制を紹介します

　伊賀市応急診療所は救急医療体制の円滑な運営の
ため１月１日（日・祝）に移転しました。詳しくはお問
い合わせください。

【移転先】
　上之庄 1700-1（新岡波総合病院東隣）

岡波総合病院

P

応急診療所

名阪国道

●

●

上野 I.C
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２月の子育てコーナー
赤ちゃんの健診と相談

健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

１歳６カ月児健診 21 日㈫ 13：00～ 14：30 伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ
月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

３歳児健診
（３歳６カ月児）

２日㈭
13：00～ 14：30 伊賀市保健センター

（ハイトピア伊賀４階）16日㈭

乳幼児相談

６日㈪ 9：30～ 11：30 いがまち保健福祉センター 育児相談・栄養相談　※予約制
※詳しくは市ホームページをご覧ください。
※母子健康手帳をご持参ください。

【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 地域包括支援センター
 東部サテライト　☎ 45-1016 
 南部サテライト　☎ 52-2715 

７日㈫ 10：00～ 11：30
13：30～ 15：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

15日㈬
9：30～ 11：30

青山子育て支援センター

17日㈮ 伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

子育て支援のための教室・遊び場の開放

●子育て包括支援センター　☎ 22-9665　開放日：月～金曜日、第 3 土曜日　9：00 ～ 17：00　第 4 日曜日　9：00 ～ 12：00
土曜ふれあい広場 未就学児 ４日㈯ 10：00～ 親子ふれあいあそび

すくすく Baby ７～ 11カ月 15日㈬ 14：30～ 赤ちゃん体操（定員 10組）
※予約受付：2/8 ㈬　9：00～

キラキラぷち① 2021年４～９月生まれ 16 日㈭ 10：00～ からだ育て体操（定員 10組）
※予約受付：2/9 ㈭　9：00～

ぴよぴよ Baby ２～６カ月 17日㈮ 14：30～ 親子ふれあい遊び（定員 10組）
※予約受付：2/10 ㈮　9：00～

キラキラぷち② 2021年 10～
2022年２月生まれ 21日㈫ 10：00～ からだ育て体操（定員 10組）

※予約受付：2/14 ㈫　9：00～

●いがまち子育て支援センター　☎ 45-1015　　開放日：月～金曜日　9：00 ～ 17：00

らぶらぶひろば 未就学児 ３日㈮・10日㈮・
17日㈮・24日㈮ 9：00～ 大型遊具遊び

赤ちゃんひろばミルキィ 2022.1.1 以降
満３カ月以上 15日㈬ 10：30～ 防災教室（定員 15組）

※予約受付：2/1 ㈬　9：00～

おはなしひろば“わくわく” 未就学児と
保護者 16日㈭ 10：30～ 絵本読み聞かせ （定員 10組）

※予約受付：2/1 ㈬　9：00～

おたんじょう会 ２月生まれの
未就学児 27日㈪ 10：15～ 親子でお祝い（定員 10組）

※予約受付：2/15 ㈬　9：00～

●あやま子育て支援センター　☎ 43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00 ～ 17：00

元気っ子ひろば 未就園児
（満１歳～） 10日㈮ 10：00～ お弁当やさん（定員 12組）

※予約受付：1/27 ㈮　9：00～

親子でリフレッシュ 未就園児 15日㈬ 10：00～ おしゃべり会とふれあい体操（定員 10組）
※予約受付：2/1 ㈬　9：00～

みんなあつまれ！ 未就園児 21日㈫ 10：00～ 絵本を楽しもう（定員６組）
※予約受付：2/7 ㈫　9：00～

●島ヶ原子育て支援センター　☎ 59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00 ～ 17：00

わくわくひろば 子育て中のみなさん
（就学前親子） 24日㈮ 10：00～ みんなでヨガ（定員 15組）※持ち物：ヨガマットかバスタオル

※予約受付 2/17 ㈮　9：00～

にんにんパーク
　上野南公園内のにんにんパークでは、毎月第 2日曜日にさまざまな
イベントを開催しています。親子が自然の中で体を動かして遊んだり、
無料で貸し出している子ども用の忍者衣装で忍者になりきることができ
ます。また、子育てについての悩みを保育士に気軽に相談することがで
きます。
　この日は「にんにん音楽祭の巻」と題して、「オレンジバンド」によ
る演奏やバルーンアートの実演が行われました。参加した親子は、音楽
に合わせて一緒に手遊びをしたり、バルーンアートで作られている動物
の名前を当てたりして楽しんでいる様子でした。

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●にんにんパーク　☎ 22-9665　　開放日：第 2 日曜日　9：00 ～ 14：00
子育て相談・からだそだて事業 未就園児 12日㈰ 10：00～ パラシュートをつくって遊ぼうの術

●青山子育て支援センター　☎ 53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00 ～ 17：00
おはなし会 未就学児 １日㈬ 10：30～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ！
０～１歳児 ９日㈭

10：30～ からだ遊びと工作など
２歳～ 16日㈭

●大山田子育て支援センター　☎ 47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00 ～ 17：00

おたのしみひろば 未就学児 ６日㈪ 10：00～ おはなしだいすき（定員 10組）
※予約受付：1/30 ㈪　9：00～

えほんとせいさくのひろば 未就学児 17日㈮ 10：00～ 読み聞かせ・カレンダー作り（定員 10組）
※予約受付：2/10 ㈮　9：00～

のびっこひろば 未就学児 27日㈪ 10：00～ 保健師さんのお話 （定員 10組）
※予約受付：2/20 ㈪　9：00～

【問い合わせ】　子育て包括支援センター（ハイトピア伊賀　４階）
　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kosodate@city.iga.lg.jp

※各教室の開催時間は１時間～１時間 30分程度です。持ち物など、詳しくは各支援センターへお問い合わせください。

●森川病院「エンジェル」　☎ 21-2425　　開放日：月・水・金・土・日曜日　12：00 ～ 17：00
さあ始めよう離乳食教室 ４～５カ月の親子 １日㈬ 14：00～ 定員５人　※予約制　離乳食の始め方
離乳食お悩み相談室 6カ月以上の親子 ８日㈬ 10：00～ 定員３人　※予約制　離乳食を開始している人
赤ちゃんなんでも相談・
はついく測定 27日㈪ 13：30～ 13：30～ 15：00の間の都合のつく時間

にお越しください。

●曙保育園「すくすくらんど」　☎ 21-7393　　開放日：月～金曜日　10：00 ～ 16：00

本とおもちゃルーム「ぐるんぱ」 未就園児 １日㈬・８日㈬・
15日㈬・22日㈬ 10：00～ 絵本の読み聞かせ

すくすくひろば 未就園児 ６日㈪・13日㈪・
20日㈪・27日㈪ 10：00～ リズムあそび
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まま ちち かか どど 通通 信信

当店には、時計修理技能士 １級眼鏡作製技能士が在籍しております。

　12月 3日㈯、ハイトピア伊賀で 10周年記念イベントが行
われました。
　ハイトピア伊賀は、生涯学習センターなどの公共公益施設、
店舗、事務所などが入居する総合施設です。この日は、全館を
会場にして、ステージイベント、体験教室、講座や展示など、
いろいろな催しが行われ、たくさんの来場者でにぎわいました。

ハイトピア伊賀 10 周年記念イベント

2022 忍者の里　伊賀上野シティマラソン
　11月 27日㈰、「2022 忍者の里 伊賀上野シティマラソン」
を開催しました。今回は 3年ぶりの実走大会で、ハーフマラ
ソンの部・クォーターマラソンの部・ジョギングの部の３部門
に、北は北海道、南は愛媛まで全国から多くのランナーが参加
しました。
　この日はさわやかな秋晴れの下、小学生から 80歳代までの
ランナー 1,559 人が忍者の里を駆け抜けました。

１

１

２

２

３

３

２

２

４

４

１．スタートの合図で一斉に
走り出しました。
２・３．沿道から応援の拍手
を受けながら、多くのラン
ナーが完走しました。
４．各部門別に上位３位のラ
ンナーが表彰されました。

１．ステージでは、上野高校
ギターマンドリン部の演奏や
キャラクターショーなどが行
われました。
２．しめ縄リースを作る体験
教室の様子
３．南米の誕生日を祝う「ピ
ニャータ」を体験しました。
４．各階をめぐるスタンプラ
リー

まま ちち かか どど 通通 信信
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※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

　11月 16 日㈬・17日㈭・19日㈯、ハイトピア伊賀で、初
めての講師サポート事業で今年度開催が決まった講座の第１回
目が行われました。
　今年度開催されているのは、「いきいき健康講座」、「台風・
豪雨から身を守る防災セミナー」、「アイリッシュハープ体験会」
の３つの講座です。参加者は、講師のこれまでの知識や経験を
生かした講座を受け、さまざまな学びを深めていました。

１．「いきいき健康講座」講師の
浅川友和さん。
２．簡単にできる肩こり解消スト
レッチなどを学びました。
３．ハザードマップを使って台風
の被害について考えました。
４．初めて触れるハープの音色を
楽しみました。
５．「台風・豪雨から身を守る防
災セミナー」講師の梅田浩史さん。
６．「アイリッシュハープ体験会」
講師の重住真那さん。（写真左）

初めての講師サポート事業

２

６

３ ４

１

５

2023.121 2023.1 20



※申マークの記載があるイベントは参加申し込みが必要です。

　独立行政法人自動車事故対策機構
（NASVA）では、自動車事故被害者
に対して支援を行っています。詳しく
はお問い合わせください。
◆療護施設の設置・運営

【対象者】
　自動車事故により重度の意識障がい
が継続する人
◆在宅介護の支援

【対象者】
　自動車事故により重度の後遺障がい
を負った人
◆無利子の生活資金の貸付と「友の会」

【対象者】
　中学校卒業までの交通遺児など

【問い合わせ】
　独立行政法人自動車事故対策機構
　（NASVA）三重支所
　☎  059-350-5188
　℻  059-350-5189
　 mie-soudan@nasva.go.jp

N
ナ ス バ
ASVA 自動車事故

被害者援護制度

子育て・教育【と　き】　２月５日㈰
　午後２時～３時 30分
　（受付：午後１時 30分～）

【ところ】　ハイトピア伊賀　４階・５階
【対象者】　未就学児・小学校２年生ま
での児童と家族　

【内　容】
○大人向けの講演
演題：～むだな「怒り」に、さよう
なら！心理カウンセラーが教える、
とっておきの対処法～

　講師：心理カウンセラー
　　　　宿谷　育代さん
○子ども向けの人形劇
　演目：「大きなかぶ」
　　　　「はらぺこあおむし」
　出演：人形劇サークル　にじ

【定　員】　先着 50組
【申込方法】　代表者氏名、電話番号、
大人と子どもの人数、子どもの年齢を
下記まで。市ホームページからも申し
込みできます。

【申込受付開始日】
　１月 10日㈫～ 25日㈬
　※定員になり次第締め切り

【申込先・問い合わせ】　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692
　 gakushuu@city.iga.lg.jp

第12回いがファミリー
フェスタ申

イベント・講座

◆人権政策課　人権啓発パネル展
　「伊賀市民意識調査から見えてくるもの」
　「LGBTと人権」

【と　き】　１月４日㈬～ 30 日㈪
【ところ】　本庁舎　３階
　「高齢者の人権」

【と　き】　１月９日㈪～ 20 日㈮
【ところ】　いがまち保健福祉センター
　「インターネットと人権」

【と　き】　１月９日㈪～ 20 日㈮
【ところ】　島ヶ原支所
　「障がい者の人権Ⅱ」

【と　き】　１月９日㈪～ 20 日㈮
【ところ】　阿山支所　１階ロビー
　「気づき」

【と　き】　１月９日㈪～ 20 日㈮
【ところ】
　青山複合施設アオーネ　ロビー

【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9641

◆寺田市民館　じんけんパネル展
「じんけんパネル展」
「3・11 から学ぶ

～震災（災害）と人権～」
【と　き】　１月４日㈬～ 30 日㈪
※開館延長日　10日㈫、17日㈫

【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室

【問い合わせ】　寺田市民館
　☎／℻  23-8728

◆いがまち人権パネル展
　「外国人差別と多文化共生」

【と　き】　１月６日㈮～ 20 日㈮
※開館延長日　12日㈭、19日㈭

【ところ】　いがまち人権センター
【問い合わせ】　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130

人権啓発パネル展 　本格的な陶芸を手軽に楽しめる教室
です。オリジナルの陶芸作品を作って
みませんか。

【と　き】　１月 28 日㈯
　　　　　午前 10時～正午

【ところ】　伊賀焼伝統産業会館
　　　　　（丸柱 169-2）

【対象者】
　市内の小学生とその保護者 10組
　※申込多数の場合は抽選

【料　金】　500円（材料費込み）
【申込方法】　住所、氏名、小学校名、
学年、電話番号を下記まで。市ホーム
ページからも申し込みできます。

【申込期間】　１月４日㈬～ 17日㈫
【申込先・問い合わせ】　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692

【と　き】　２月８日㈬
○前期：午後１時 30分～３時
○後期：午前 10時～ 11時 30分

【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室

【内　容】
○前期：離乳食前期（１～２回食）の
　離乳食の調理
○後期：離乳食後期（３回食）の離乳
　食の調理

【持ち物】
　母子手帳・筆
記用具・エプロ
ン・三角巾・手
ふきタオル

【定　員】
　各回先着６人

【申込方法】　電話
※託児を希望する人はご相談ください。

【申込受付開始日】　１月 19日㈭
【申込先・問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

陶芸教室申

離乳食教室申

　希望される場合はお問い合わせ
ください。　

【問い合わせ】　障がい福祉課　
　☎ 22-9657　℻   22-9662
　 shougai@city.iga.lg.jp

「広報いが」の点字版・録音
版を発行しています

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイズ
を掲載します。
　　　えべっさんというと商売繫盛
の神様ですが、上野恵美須町にあ
る恵美須神社では、１月（　　）に
初戎

えびす

が行われています。
① 8日
②10日
③15日
④20日

（答えは 27ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

【と　き】　１月 10 日㈫
　　　　　午前 10時～正午
※午前 10 時 30 分から 20 分間は、
健康体操や脳トレを行います。

【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階ミーティングルーム

【問い合わせ】　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

　伊賀市国民健康保険で診療を受けた
人に、「国民健康保険医療費のお知ら
せ」を送付します。このお知らせは、
医療費控除の申告手続きで、「医療費
控除の明細書」として使用できますの
で、なくさないように注意してくださ
い。※再交付はできません。
　なお、このお知らせに記載されてい
ないものがある場合は、医療機関で発
行された領収書に基づいて、「医療費
控除の明細書」を作成し、その明細書
を申告書に添付する必要があります。
　また、高額療養費などで補

ほ

填
てん

された
場合は、その金額を自己負担額から差
し引いてください。
※領収書は確定申告期限から５年間保
存してください。

【発行時期】
○令和４年１月～ 11月診療分
　…２月上旬
○令和４年 12月診療分…３月上旬

【問い合わせ】　保険年金課
　☎  22-9659　℻  26-0151

【と　き】　１月 25 日㈬
　午前 10時～ 11時（受付時間）

【ところ】
　ゆめぽりすセンター２階
※過去に受けたことがある人は、６カ
月以上の期間をあけて受けることを
お勧めします。

【問い合わせ】　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

　国民年金基金は、自営業やフリーラ
ンスの人が、国民年金に上乗せをする
公的な年金です。
◆メリット
○掛金が全額「社会保険料控除」で、
受け取る年金も「公的年金等控除」
の対象です。

○受け取る年金は、終身が基本で一生
変動しません。

○万一の時はご遺族に一時金が支払わ
れます。（遺族補償のない型も選べ
ます。）

○掛金は、加入時の年齢で一定です。
お休みや増減もできます。

◆加入できる人
○国民年金の第１号被保険者（免除の
人などを除く。）

○国民年金の任意加入者（60 歳～
65歳未満の人・海外在住の人）

【問い合わせ】
　全国国民年金基金三重支部
　☎ 0120-65-4192

【と　き】　２月２日㈭
　午後１時 30分～３時 30分

【ところ】
　ハイトピア伊賀　５階学習室２

【対象者】　がん患者・家族など
【申込方法】　電話
【申込先・問い合わせ】
　三重県がん相談支援センター
　☎ 059-223-1616
　℻  059-202-5911

いがオレンジカフェ

医療費のお知らせを
送付します

脳の健康チェック
（もの忘れ相談）

国民年金基金の
お知らせ

がん患者と家族の方の
おしゃべりサロン in 伊賀申

健康・福祉

情 報
© 2022 SANRIO CO., LTD. 
APPROVAL NO. L633265

【と　き】　１月 24 日㈫
　　　　　午後１時 30分～４時

【ところ】　名張市役所　会議室 302
　　　　　（名張市鴻之台 1-1）

【料　金】　200 円（認知症の人は無
料。家族の会会員は 100円）
※認知症の人が参加する場合は、事前
に連絡してください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　東部サテライト
　☎ 45-1016　℻  45-1055

認知症の人と家族の会
「伊賀地域つどい・交流会」

【問い合わせ】　こども未来課
　☎22-9654　℻  22-9646

子育てに関する手続きや、
気になることなど、気軽に
お問い合わせください。

子育て何でも問い合わせ窓口

　回答方法など詳しくは市ホーム
ページをご覧ください。

【問い合わせ】
　秘書広報課
　☎ 22-9636　℻  24-7900
　 hisho@city.iga.lg.jp

「広報いが」について
あなたの声を聞かせて
ください

読者アンケートに
ご協力ください
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※申マークの記載があるイベントは参加申し込みが必要です。

　甲賀市または伊賀市に就業場所が
あり、正社員求人を募集する事業所
約 20社が集まり、地域就職面接会を
開催します。詳しくはハローワーク
伊賀ホームページ・三重労働局公式
L
ラ イ ン

INE・T
ツ イ ッ タ ー

witter をご覧ください。
【と　き】　２月３日㈮
　　　　　午後１時30分～３時30分

【ところ】　忍の里・プララ
　（甲南情報交流センター）　
　（滋賀県甲賀市甲南町竜法師 600）

【対象者】　甲賀市または伊賀市で就職
を希望する人

【問い合わせ】
○ハローワーク伊賀
　☎  21-3221　℻  24-2989
○商工労働課
　☎ 22-9669　℻  22-9695

甲賀・伊賀
地域就職面接会

　市民活動に興味のある人、活動を始
めたいと考えている人を対象に基本的
な知識を学ぶための講座です。
※NPO法人設立に関する窓口は、三
重県ダイバーシティ社会推進課です。

【と　き】　２月４日㈯
　午後１時 30分～２時 45分

【ところ】
　ゆめぽりすセンター　１階会議室１

【定　員】　10人程度
【申込方法】
　氏名・電話番号を下記まで。

【申込期限】　２月２日㈭
【申込先・問い合わせ】
　市民活動支援センター
　☎  22-1511　℻  22-0317
　 igasksc@ict.ne.jp

　白磁器と転写紙を使用して、オリジ
ナルの「マグカップと小皿」または「お
茶碗と湯呑」を作りませんか。

【と　き】　２月６日㈪
　　　　　午後２時～３時 30分

【ところ】
　伊賀市シルバーワークプラザ　２階

【対象者】
　市内在住の 60歳以上の人

【定　員】　20人
※応募者多数の場合は抽選

【料　金】　1,500 円（材料費）
【申込方法】
　住所、氏名、年齢、電話番号を下記
まで。

【申込期間】
　１月 10日㈫～ 25日㈬

【申込先・問い合わせ】
　（公財）伊賀市シルバー人材センター
　☎  24-5800　℻  23-2040

【と　き】　２月４日㈯
　午前 10時～（1時間 30分程度）

【ところ】　環境センター　体験研修室
【講　師】
　三重県環境学習情報センター
　環境学習推進員

【対象者】
　市内在住・在勤・在学の人
※小学生以下は保護者同伴

【定　員】　先着 40人
【申込方法】
　住所、氏名、電話番号を下記まで。

【申込期間】　１月 10日㈫～ 31日㈫
【申込先・問い合わせ】　生活環境課
　☎  22-9624　℻  22-9641
　 kankyou@city.iga.lg.jp

はじめての NPO・
市民活動講座申

ポーセラーツ教室申 環境セミナー
（紙すき講座）申

　現在計画中の名神名阪連絡道路は、
名神高速道路八日市 IC 付近から名阪
国道上柘植 IC付近へ至る約 30kmの
地域高規格道路です。
　説明会では、道路交通課題や今後の
進め方などを説明するとともに、住民
の皆さんからご意見をお聞きします。

【と　き】　２月 10 日㈮
　　　　　午後 7時～ 9時頃

【ところ】　西柘植地区市民センター
　　　　　（旧ふるさと会館いが）

【定　員】　先着 50人
【申込期限】　１月 27日㈮
【申込先・問い合わせ】　建設管理課
　☎  22-9723　℻  22-9724

名神名阪連絡道路
住民説明会申

　　お薬手帳を1 冊に
　まとめましょう

【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 22-9705　℻   22-9673

　複数のお薬手帳を持っている人
は、１冊にまとめて適切な管理を
行いましょう。

お薬手帳

飲んでいる薬や治療歴
の管理ができて安心

◆春の体験プログラムを楽しみませんか
【開催期間】
　３月１日㈬～５月 15日㈪

【申込方法・申込受付開始日】
○電話　２月 18日㈯　午前 10時～
○いがぶら公式ウェブサイト
　２月 19日㈰　正午～
※申込受付は先着順
　定員・申込方法などは、いがぶら公
式ウェブサイトをご覧ください。

【問い合わせ】
　いがぶら実行委員会事務局
　（㈱まちづくり伊賀上野）
　☎  51-9088
　 igaburari@gmail.com

伊賀ぶらり体験博覧会
「いがぶら」申

広報いが

【問い合わせ】　秘書広報課
　☎  22-9636　℻  24-7900　
　 hisho@city.iga.lg.jp

【問い合わせ】
　自衛隊三重地方協力
　本部伊賀地域事務所
　☎ 21-6720

自衛官採用試験情報

２次元コードから詳しい情報が見られます。

【と　き】　１月 29 日㈰
　午前 10時～（１時間 30分程度）

【ところ】　三重県上野森林公園
【講　師】
　伊賀市環境保全市民会議会員など

【対象者】　市内在住・在勤・在学の人
※小学生以下は保護者同伴

【定　員】　先着 20 人
【申込方法】
　住所、氏名、電話番号を下記まで。

【申込期間】　１月 10日㈫～ 24日㈫
【申込先・問い合わせ】　生活環境課
　☎  22-9624　℻  22-9641
　 kankyou@city.iga.lg.jp

環境ウォッチング
（バードウォッチング）申

　松尾芭蕉翁の伊賀門下の中心人物と
して活躍し、芭蕉の俳論を後世に残し
た蓑虫庵主、服部土芳を偲び、法要と
俳句会を開催します。
　これを機会に俳句を詠んでみませ
んか。

◆第 293 回忌　土芳忌
【とき・ところ】　１月 18 日㈬
○墓前法要（午前10時～10時30分）
　西蓮寺（長田 1931）
○講話（午後１時～１時 30分）
　ハイトピア伊賀
　5 階多目的大研修室
　演題：『猿蓑』編集と土芳の句
　講師：文化振興課　学芸員
　　　　高井　悠子

【問い合わせ】
　（公財）芭蕉翁顕彰会
　☎ 21-4081　℻  51-6796

◆土芳を偲ぶ俳句会
【と　き】　１月 18 日㈬
　　　　　午後１時 45分～４時

【ところ】　ハイトピア伊賀
　　　　　５階多目的大研修室

【選　者】
　坂石佳音・島井節・服部登紀子・
東構東子・福山良子（敬称略・50音順）

【投句数】　１人３句以内
【投句受付時間】　正午～午後 1時
【問い合わせ】
○（公財）芭蕉翁顕彰会
　☎ 21-4081　℻  51-6796
○文化振興課
　☎ 22-9621　℻  22-9619
　 bunka@city.iga.lg.jp

　就職支援・社会参加・職場体験・職
業訓練・生活についての出張相談会で
す。詳しくは三重労働局ホームページ
をご覧ください。

【と　き】　１月 26 日㈭
　　　　　午後１時 30分～ 4時

【ところ】　伊賀市文化会館　多目的室
　　　　　（西明寺 3240-2）

【対象者】　就職氷河期世代の人・家族・
支援者 ※家族も一緒に参加できます。

【申込方法】　三重労働局ホームページ
または電話　※当日参加もできます。

【申込先・問い合わせ】
　三重労働局
　「就職氷河期世代活躍支援都道府県
　プラットフォームを活用した支援事業」
　運営事務局（株式会社人財企画）
　☎ 052-228-0084

土芳忌・土芳を偲
しの

ぶ
俳句会

就職氷河期世代を対象
とした出張相談会申

　上野本町通り周辺の町家や商店など
では新旧さまざまなひな人形を、赤井
家住宅ではガラスで作られたひな人形
を展示します。
　協賛店舗では、おひなさんにちなん
だ期間限定ランチやお菓子などを販売
します。また、さまざまな体験のほか、
素敵な景品が当たる抽選に応募できる
クイズラリーを行います。たくさんの
ご応募お待ちしています。

【と　き】　２月３日㈮～３月３日㈮
　午前 10時～午後４時
※会場により異なります。

【ところ】　上野本町通り周辺
※詳しくは、本庁舎玄関、各支所、観
光案内所などにあるリーフレットを
ご覧ください。

【問い合わせ】
　伊賀上野・城下町のおひなさん
　実行委員会事務局（観光戦略課内）
　※平日のみ
　☎  22-9670　℻  22-9695
　 kankou@city.iga.lg.jp

◆お店の人が教えてくれる！目からウ
ロコの得するまちのゼミナール

　商店街の各店舗の店主などが講師と
なり、プロならではの専門知識などを
教えるゼミを開催します。
　参加店舗や内容など詳しくは上野商
工会議所ホームページをご覧ください。

【と　き】　２月１日㈬～ 28 日㈫
※時間はそれぞれの講座により異なり
ます。

【ところ】　市内約 13 店舗
【講　師】　商店街の各商店主など　
【料　金】
　材料代がかかる場合のみ実費

【定　員】　各店舗により異なります。
　　　　　※先着順

【申込方法】　各店舗へ電話
【申込受付開始日】　１月 14日㈯
【問い合わせ】
　伊賀上野まちゼミの会事務局
　（上野商工会議所内）
　☎  21-0527

伊賀上野・城下町の
おひなさん

第９回いがうえの
まちゼミ申

　お寄せいただいた義援金は、日
本赤十字社を通じて、支援を必要
とする方々にお届けします。
【義援金箱の設置場所】
○本庁舎　１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）
【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎  26-3940
　℻  22-9673

義 援 金 受 付 中

最新の放送内容を
視聴できるほか、
過去の放送分も視
聴できます。

【問い合わせ】
　秘書広報課
　☎ 22-9636
　℻  24-7900

行政だより「ウィークリー伊賀市」
市公式YouTubeチャンネルで配信中！
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※申マークの記載があるイベントは参加申し込みが必要です。

お知らせ

【対象者】
　市内に居住する農業者または市内に
本社がある法人のうち、収入保険・収
入減少緩和交付金（ナラシ対策）に加
入しておらず、令和４年産主食用米（水
稲うるち玄米）の検査を経て出荷（販
売）したもの

【補助金額】
　１袋（30㎏玄米）当たり 200円
　※ 30kg（１袋）未満切り捨て

【申請方法】　申請用紙に記入の上、添
付資料を添えてＪＡいがふるさと各営
農経済センター・グリーンショップ・
各支店に提出

【提出期限】
○令和４年12月31日までに出荷（販
売）したもの…２月９日㈭

○令和５年１月１日～２月 28日に出
荷（販売）したもの…３月９日㈭

【問い合わせ】
○農林振興課
　☎ 22-9713　℻  22-9715
○ JAいがふるさと本店　営農企画課
　☎ 24-5111
○各営農経済センター

伊賀米次期作を
支援します

【募集人員】　　若干名
【応募資格】
　次の条件をすべて満たす人
○市内在住で、２月 10 日現在満 18
歳以上の人

○市議会議員・市職員でない人
【開催回数】　年３回程度（原則、平日
の昼間２時間程度）

【任　期】
　４月１日～令和７年３月 31日

【謝　礼】　6,000 円／回
【応募方法】　令和２年度に策定した伊
賀市地域公共交通計画を踏まえ、あな
たが考える「伊賀市における今後の持
続可能な公共交通ネットワークの構
築」について 800字以内（様式自由）
の作文にまとめ、住所、氏名（ふりが
な）・生年月日・電話番号を明記の上、
下記まで。

【選考方法】　作文審査
※委員の構成比率を考慮して決定します。
※選考結果は、応募者全員に通知します。
※提出書類は返却しません。

【応募期限】　２月 10日㈮　※必着
【応募先・問い合わせ】　交通政策課
　☎ 22-9663　℻  22-9694
　 koutsuu@city.iga.lg.jp

　文化財防火デーは、昭和 24年１月
26日、奈良県の法隆寺金堂の十二面
壁画が焼損したことから、文化財を火
災や震災などから保護するために、昭
和 30年に定められました。
　文化財の火災は、放火や周囲からの
飛び火によるものが多く、防火のため
に管理する人だけでなく、地域住民の
理解や協力が不可欠です。市内にも、
歴史的、芸術的な建造物などが数多く
あることから、この時期に各地で消防
訓練を実施します。

【問い合わせ】　予防課
　☎  24-9105　℻  24-9111

地域公共交通活性化
再生協議会委員募集

１月 26 日は
文化財防火デー

　人権の大切さを広めるための啓発活
動や、人権相談、人権侵害の未然防止
などに取り組んでいただきます。

【新　任】　田中　克典さん（比自岐）
【問い合わせ】
○人権政策課
　☎  22-9683　℻  22-9641
○津地方法務局伊賀支局
　☎ 21-0804　℻  21-1891

人権擁護委員の委嘱

　22 ページの答え　
④ 20 日
　関西では正月 10 日の十日戎が
一般的です。米俵や千両箱などを
つけた縁起物の福笹が授与されま
す。伊賀地域では他に、名張市鍛
治町にある蛭子神社の八日戎（２
月８日）が有名で、宵宮（２月７日）
には七福神の舞が奉納されます。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

◆証明書の手数料 10 円
　マイナンバーカードの普及を促進
し、コンビニ交付サービス・行政手続
オンライン申請サービスの利便性を実
感していただくため、期間限定で手数
料を１通 300円から 10円にします。
　この機会に便利なサービスを体験し
てみませんか。

【コンビニ交付】
○とき　１月４日㈬～６月 30日㈮
○対象　住民票の写し、印鑑登録証明書

【オンライン申請】
※別途郵送料がかかります。
○とき　１月１日（日・祝）～６月30日㈮
　　　　（発行処理は１月４日から）
○対象　住民票の写し、印鑑登録証明
　　　　書、課税証明書、所得証明書、
　　　　納税証明書、完納証明書
※本庁（まどうけ機を含む）、各支所、
まちなかサービスカウンター (ハイ
トピア伊賀２階 )での手数料は減額
になりません。

【問い合わせ】　住民課
　☎  22-9645　℻  22-9643

マイナンバーカードで
証明書発行がお得

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

「ヘルプマーク」を
知っていますか？

　　　　　援助や配慮を必要とする
　　　　　人が伝えやすく、支援が
　　　　　できる人が気づきやすく
なる「おもいやりの絆」をつなげる
マークです。
【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9656　℻ 22-9662
　　 shougai@city.iga.lg.jp

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　伊賀市社会福祉協議会職員、不動産
店員（三重県あんしん賃貸住宅協力
店）、県・市職員が住まい探しの相談
に応じます。
　また、賃貸住宅を管理する家主など
の相談にも応じます。

【と　き】　２月 17 日㈮
　　　　　午後１時～４時

【ところ】
　本庁舎　２階会議室 202・203

【対象者】
　市内で賃貸住宅をお探しの、高齢者・
障がい者・外国人・子育て世帯・所得
の少ない人

【申込方法】
　氏名・住所・電話番号を下記まで。

【申込期限】　２月 14日㈫
※ポルトガル語・スペイン語の通訳が
必要な人は２月９日㈭までに申し込
んでください。

【申込先・問い合わせ】
○住宅課
　☎ 22-9737　℻  22-9736　
○（福）伊賀市社会福祉協議会
　☎ 22-0084
○三重県県土整備部住宅政策課
　☎ 059-224-2720

賃貸住宅相談会申

　「DX（デジタルトランスフォーメー
ション）」をテーマに、地域進展に向
けて考える市民参加型セミナーです。

【と　き】　2 月 10 日㈮
　　　　　午後１時 30分～

【ところ】　ヒルホテルサンピア伊賀　
４階白鳳の間（西明寺 2756-104）

【内　容】
○基調講演
演題：三重大学のDXとデータサイ
　　　エンス教育
講師：三重大学参与　特命副学長　
　　　梅川　逸人さん

○講演１
演題：三重大学生物資源学部のDX

人材育成例　～論より証拠の
S
ス テ ィ ー ム

TEAM教育～
講師：三重大学大学院生物資源学研究科
　　　准教授　福島　崇志さん

○講演２
演題：三重大学工学部のDX人材育
　　　成例　～DX防災工学教育～
講師：三重大学大学院工学研究科　
　　　准教授　早川　聡一郎さん

○講演３
演題：DXの一歩目を始めていくた
　　　めの技術と具体例
講師：株式会社 E

エ ビ ラ ボ

BILAB
　　　平島　優樹さん

○上高みらい探究 R実践報告
報告者：上野高等学校理数科１年生

【定　員】　先着 80人
【申込方法】　三重大学ホームページ内
の専用フォーム、メール、ファックス

【申込期限】　２月６日㈪
【申込先・問い合わせ】
　三重大学伊賀サテライト伊賀研究拠点
　☎  41-1071　℻  41-1062
　 iga-kyoten ＠ crc.mie-u.ac.jp

第 20 回三重大学発産学官
連携セミナー in 伊賀申

【と　き】　２月 19 日㈰
○初級：午後１時～（検定時間 30分）
○中級：午後２時 10分～
　　　　（検定時間 40分）
○上級：午後３時 30分～
　　　　（検定時間 45分）

【ところ】
○ハイトピア伊賀　５階
○ Y

ユ イ ト

UITO A
ア ネ ッ ク ス

NNEX　８階
　（東京都中央区日本橋室町 2-4-1）

【受検資格】
○中級：初級を合格した人
○上級：中級を合格した人

【受検料】
○初級：1,500 円
　（中学生以下 1,000 円）
○中級：2,000 円
　（中学生以下 1,500 円）
○上級：3,000 円

【申込期間】　１月６日㈮～ 31日㈫
【申込方法】
　住所・氏名・年齢・電話番号・希望
する受検級を明記の上、下記まで。

◆受検対策セミナー
【と　き】　１月 28 日㈯
○初級：午後１時～２時 30分
○中級：午後３時～４時 30分
※上級のセミナーはありません。

【ところ】　ハイトピア伊賀　３階
【講　師】
○初級：伊賀市文化財保護審議会委員
　　　　滝井　利彰さん
○中級：元伊賀市文化財保護審議会委員
　　　　増田　雄さん

【受講料】
　初級・中級ともに 1,000 円

【申込期限】　１月 27日㈮
【申込先・問い合わせ】
○上野商工会議所
　☎ 21-0527　℻  24-3857
　 info@iga-ueno.or.jp
○伊賀市商工会
　☎ 45-2210　℻  45-5307　

第 18 回伊賀学検定申

【掲載料】
　１枠（縦５㎝×横９㎝）：２万円
【申込期限】
　発行日2カ月前
【問い合わせ】
　秘書広報課
　☎ 22-9636
　℻  24-7900

「広報いが」広告募集中

伊賀市役所 本庁舎

１月のアート情報
本庁舎で下記の展示を行っています
◆４階市民ギャラリー
○たかが箸袋・されど箸袋展
◆１階玄関横
○伊賀市寄贈作品展示
　染織「樹間、雲陽」
　横山喜八郎さん
　
　陶芸「濤」
　谷 信男さん

○いけばな（伊賀華道協会）
※準備などで展示のない場合があ
ります。

※観覧時間は市役所の
　開庁時間に準じます。

【問い合わせ】
　文化振興課
　☎  22-9621　℻  22-9619
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I G AMONO
セレクション No.33

　昭和 43年から伊賀の地で採卵
養鶏場を営んでいます。 美味し
い卵を作るために必要不可欠な美
味しい水をたくわえてくれる霊山
の恩恵を受けて、この地で創業す
ることができました。 生産した
卵は、JA 直売所「ひぞっこ」へ
出荷しています。また、鶏ふんも

地元農家の皆さんにご愛用いただ
き、美味しい作物ができると好評
です。自然豊かな伊賀の地で、美
味しい卵を作ることができる喜び
に感謝して、日々頑張っています。

　一番のおすすめの召し上がり方は、たまごかけご飯。ひと手間を
かけて、黄身と白身に分けて、黄身だけで食べていただくと、より
濃密でぜいたくな味わいをお楽しみいただけます。白身も弾力が
あって美味しいので、少し箸で泡立ててご飯にかけていただくと、
とろろご飯のような優しい味わいが楽しめます。また、味が自慢の
卵ですので、定番の玉子焼き、茶碗蒸し、プリンなどのさまざまな
卵料理も、普段のレシピでワンランク上の自慢したくなる一品に大
変身。どんなメニューでも、万能にお使いいただけるたまごです。 伊賀忍者たまご

【問い合わせ】　商工労働課　☎ 22-9669　℻  22-9695

株式会社岡本養鶏場の皆さん

 
伊
賀
市
の
文
化
財 

144

史
跡
伊
賀
国
庁
跡
保
存
整
備
工
事

　
坂
之
下
に
所
在
す
る
国
史
跡
伊
賀
国
庁

跡
は
、
遺
構
の
保
存
を
図
り
つ
つ
、
史
跡

公
園
と
し
て
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
工
事
で
は
遺
構
表
示
ゾ
ー
ン
と
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ゾ
ー
ン
の
一
部
（
約
７
７
０
０

㎡
）
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
伊
賀
国
庁
跡
は
、平
成
３
（
１
９
９
１
）

年
に
行
わ
れ
た
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
の
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
伊
賀
国
庁
跡
の
存
続
時
期

は
、
①
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
前

期
、
②
平
安
時
代
前
期
、
③
平
安
時
代
中

期
、
④
平
安
時
代
後
期
の
４
期
に
分
け
ら

れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
整
備
工
事

は
、
建
物
の
配
置
の
様
子
が
最
も
よ
く
わ

か
っ
て
い
る
「
②
平
安
時
代
前
期
」
の
遺

構
の
配
置
を
示
し
た
か
た
ち
で
進
め
て
い

ま
す
。

　
平
安
時
代
前
期
の
伊
賀
国
庁
は
、
主
な

建
物
が
一
辺
40
ｍ
強
の
掘ほ
っ
立た

て
柱
の
板
塀
に

囲
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
塀
で
区
切
ら
れ
た
範
囲
の
中
に
「
正

殿
」
と
呼
ば
れ
る
国
の
政
務
に
関
わ
る
諸

儀
式
が
行
わ
れ
る
中
心
建
物
、
役
人
が
政

務
を
行
う
建
物
で
あ
る
「
前
殿
」「
脇
殿
」

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
南
側
の
塀

の
中
央
部
に
は
南
門
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
主
要
建
物
は
掘
立
柱
建
物
で

す
。
掘
立
柱
建
物
と
は
地
面
を
掘
っ
て
柱

を
立
て
、
建
物
を
建
て
る
方
法
で
す
。
整

備
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
擬ぎ

木ぼ
く
を
用
い
て

掘
立
柱
を
表
現
し
、
発
掘
調
査
で
見
つ

か
っ
た
柱
の
位
置
に
設
置
し
ま
す
。ま
た
、

当
時
の
建
築
の
基
準
と
な
る
長
さ
の
単
位
は

「
尺
」（
１
尺
＝
約
30
㎝
）
で
あ
る
た
め
、

柱
の
間
隔
や
建
物
規
模
に
つ
い
て
完
数
尺

を
用
い
て
復
元
表
示
し
ま
す
。

　
伊
賀
国
庁
跡
を
訪
れ
た
人
が
文
化
財
に

親
し
み
、
そ
の
価
値
や
魅
力
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
拠
点
と
な
る
よ

う
、
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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☎
22
・
９
６
７
８　
℻  
22
・
９
６
６
７

今後の整備予定箇所

伊賀国庁跡整備イメージ図

コラム

　令和４年２月 24日、ロシアによる「特別軍事作
戦」と称するウクライナ侵攻が始まりました。
　ロシアの侵攻は一方的で武力侵略以外の何物でも
なく、市街地やインフラを無差別に攻撃し、軍人だ
けでなく民間人にも数多くの犠牲者を出していま
す。これはロシアによる明らかな国際人道法・人権
法の違反行為です。病院や学校といった保護対象施
設への攻撃のニュースを目にしたときは言葉もあり
ませんでした。
　島国に住む人の目には、このロシアによる行為は
どのように映っているのでしょうか。陸続きで国境
を接している国に住むという実感がないため、対岸
の火事のように映っている人も、中にはいるのかも
しれません。
　平和の破壊によって最も影響を受けるのはいつで
も弱者であり、それは個人を意味します。世界人権

宣言において「人権の保障が自由、正義及び平和の
基礎である」と記されているように、人権が守られ
ているからこそ平和な社会を築くことができます。
日本国憲法でも、「全世界の国民が、ひとしく恐怖
と欠乏から免れ、平和のうちに生存する権利を有す
ることを確認する」とあるように、全世界の人々が
平和の中で生きていく権利があります。
　ウクライナ侵攻はいかなる理由があろうとも決し
て認められないこと、そして改めて平和と人権につ
いて一人ひとりが考えることが重要ではないでしょ
うか。
　市では、人道支援と国際平和を願い、救援金の受
付のほか、伊賀上野城をウクライナの国旗を構成す
る青と黄でライトアップしています。私自身も「平
和とは何なのか」について今一度考えてみようと思
います。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9641　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

平和と人権　　－下水道課－

◆伊賀市スポーツ大会出場者に対する奨励金
　スポーツ活動の振興を図るため、各種スポーツの
全国大会や国際大会に出場する市民の栄
誉を称え、個人または団体に対し奨励金
を交付しています。

◆表敬訪問
　また、出場者で希望する人の表敬訪問の受け入れ
を行っています。今年も数多くの選手やチームが訪
れています。日頃の活動や大会への抱負、結果報
告、スポーツの魅力などを話題に市長とお話いただ
きます。（写真は今年度の表敬訪問の様子）

ちから

伊賀市スポーツ大会出場者に対する
奨励金と表敬訪問

詳細はこちら

【問い合わせ】　スポーツ振興課　☎  22-9635　 ℻  22-9694　 sports@city.iga.lg.jp
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図書館
　だより

《問い合わせ》
　上野図書館　☎21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室　☎ 59-2291
　阿山図書室　☎ 43-0154
　大山田図書室　☎ 47-1175
　青山図書室　☎ 52-1110

司書のおすすめ

図書館
ホームページ

図書館
　だより

《問い合わせ》
　上野図書館　☎21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室　☎ 59-2291
　阿山図書室　☎ 43-0154
　大山田図書室　☎ 47-1175
　青山図書室　☎ 52-1110

司書のおすすめ

図書館
ホームページ

▪絵　本
『ふんがふんが』

おおなり　修司／文、丸山　誠司／絵

『ゆきのげきじょう』　 荒井　良二／作
『いのちがかえっていくところ』

最上　一平／作、伊藤　秀男／絵

図書館（室）からのお知らせ

『友だちのこまったがわかる絵本』
W
ウ ィ ル
ILL こども知育研究所／編

『知りたい！行ってみたい！
なぞとき絶景図鑑』

増田　明代／文 ･構成

▪一般書
『京都二条城と寛永文化』

二条城協議会／編

『いつもよりも具体的な本づくりの話を。』
北尾　修一／著

『18歳から100歳までの日本の未来を考える17のキーワード』
樋口　裕一／著

『だいどころのたね』
ひさかたチャイルド

　野菜の種や、豆、果物の種など、
台所には種がいっぱい。食べられる
種や、種を植えた時の様子を写真を
使って紹介します。

▪児童書

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
１月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

８日㈰ 10：30～ 上野図書館 ことばで伝えるおはなし会

14日㈯ 10：30～
大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

上野図書館 おはなしの会

17日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

18日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

21日㈯ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

25日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

28日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会

２月４日㈯ 10：30～ 大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

※感染拡大予防のため、参加人数を制限しています。

　１月５日㈭から大山田図書室限定で福袋をしま
す。１人１袋限りで、なくなり次第終了です。予
約はできません。１袋に３冊入っています。どん
な本が入っているのか、中身は開けてからのお楽
しみ。
※１袋３冊セットの貸出で、本の
プレゼントではありません。

　貸出冊数が超過する場合はお断
りすることがあります。

　資料予約の受付や予約完了時などに、図書館か
ら送信するメールのアドレスが変更になります。
　迷惑メール設定をしている人は、新アドレスで
のメールが受信できるように設定の変更をお願い
します。

【変更日】　1 月 31日㈫
（現）igatosho@ict.ne.jp
　　　　　　⬇
（新）iga-library@apsel.jp

◆初借りは大山田図書室で福袋

◆上野図書館メールアドレス変更

２月の無料相談 暮らしのいろいろな問題と悩みごとについて相談をお受け
します。詳しくは市ホームページをご覧ください。

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

法律相談　※予約制
＊市職員（弁護士）が相談
に応じます。

　（年度内１回のみ）

①
９日㈭

13:00 ～ 16:30 本庁舎　２階相談室３
住民課

① 2/2　8：30～受付
② 2/21　8：30～受付

※先着６人
22-9638

②
28日㈫

女性法律相談（離婚・
親権など）　　※予約制 ８日㈬ 13:00 ～ 16:00 ハイトピア伊賀

４階相談室
人権政策課

※受付期間（1/23 ～ 2/3）
※先着４人

22-9632

法テラス法律相談（弁護士）
＊収入要件あり　※予約制 15 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

法テラス三重
※受付期限（2/13）

※先着６人
050-3383-

5470

行政相談（行政相談委員）
＊行政に関わる日常の困
　りごとをお伺いします。

３日㈮

13:30 ～ 16:00

阿山保健福祉センター　2階会議室 阿山支所 43-0333

８日㈬
本庁舎　２階相談室３ 住民課 22-9638

島ヶ原支所　応接室 島ヶ原支所 59-2053

16 日㈭ 青山複合施設 アオーネ 青山支所 52-3227

17 日㈮ 大山田福祉センター相談室 大山田支所 47-1151

司法書士相談（登記・相続・
借金問題など）※予約制 22 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

住民課
※受付期間（1/26 ～ 2/20）

※先着 5人
22-9638

交通事故相談
※予約制 10 日㈮ 13:30 ～ 15:30 本庁舎　２階相談室３

住民課
※受付期限（2/8）

※先着 4人
22-9638

出張年金相談※予約制
１日㈬

10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　３階 津年金事務所 059-228-
911217 日㈮

緑（園芸）の相談 13日㈪ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　１階玄関ロビー 都市計画課 41-0290

外国人のための
行政書士相談
※予約制

２日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階
多文化共生センター

多文化共生課
※受付期限（1/30）

※先着４人
22-9702

健康相談 24日㈮ 10:00 ～ 11:00 ハイトピア伊賀
４階ミーティングルーム 健康推進課 22-9653

高齢者の就業相談 16日㈭
※予約制 13:30 ～ 15:00 伊賀市シルバーワークプラザ シルバー人材センター 24-5800

人権相談
（人権擁護委員）

１日㈬ 13:30 ～ 16:00 島ヶ原支所　会議室

人権政策課 22-9683

３日㈮ 13:30 ～ 16:00 阿山保健福祉センター　2階会議室

８日㈬ 9:00 ～ 12:00 青山福祉センター　相談室

10日㈮ 13:30 ～ 16:00 伊賀支所　2階大会議室

16日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階相談室３

17日㈮ 13:30 ～ 16:00 大山田福祉センター　ふれあい広場

※このほか、常時開設相談（消費生活相談、空き家に関する相談、高齢者・障がい者の総合相談、女性相談、家庭児童相談、母子・父子自
立相談、こどもの発達相談、教育相談、青少年相談、若年の就労相談、雇用・労働相談、生活にお困りの方の相談、人権相談）もあります。

※ハイトピア伊賀駐車場は有料です。

こころの健康相談
※予約制 22 日㈬ 14:00 ～ 17:00 三重県伊賀庁舎　１階 伊賀保健所

※未治療・未受診の人のみ 24-8076
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今月の表紙は吉村尚子さん作「静動」（個人蔵）

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
詳しくは、各問い合わせ先にご確認ください。

岡本市長　新年のあいさつ
「一寸先は光～コロナ禍でのにぎわい再生～」

あけましておめでとうございます

今月の納税
●納期限　１月31日 （火）
納期限内に納めましょう
市県民税（４期）
国民健康保険税（７期） 2023 年（令和５年）１月１日　発行／伊賀市　編集／総務部秘書広報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-24-7900　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　87,265 人　○世帯数　40,459 世帯
○男　42,873 人　　○女　44,392 人

伊賀市の人口・世帯数
令和４年 11月 30日現在

広報いがをスマホでチェック

１月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院　☎ 24-1111
　名張市立病院　☎ 61-1100
　岡波総合病院　☎ 21-3135

◦各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

◦伊賀市応急診療所（一次救急）※令和５年１月１日移転
【診療科目】　一般診療・小児科　【所在地】　上之庄 1700-1　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の30分前までです。駐車場に受付を設置しています。
※各種感染症検査（インフルエンザ・新型コロナウイルスなど）は行っていません。
※点滴・レントゲン検査・血液検査などはできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◦ 伊賀市救急・健康相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◦三重県救急医療情報センター
☎ 059-229-1199
受診できる医療機関をご案内（24時間）

◆手術室・中央材料室
　毎月、手術室では外科、乳腺外科、整形外科の手
術を約80件行っています。併設の中央材料室では、
院内全体で使用する器材を適正に管理（洗浄・消毒・
滅菌）し、安全に提供しています。
　外科・乳腺外科では、がんの手術や胆石症などの
良性疾患の手術を行っています。また、整形外科で
は、脊椎、人工関節（股関節やひざ関節）の手術や、
外傷による骨折に対する手術を行っています。
　看護師は、安心して手術を受けていただくために、
全身麻酔や脊椎麻酔を受ける患者さんに術前訪問を
行っています。術前訪問では医師からの説明の再確
認を行い、手術前後の注意点などを患者さんと一緒
に確認しています。

　臨床工学技士は、手術で使用する器械の保守や管
理、手術中の器機の動作確認などを行っています。
　患者さんにとって安全・安心な手術を受けられる
よう、医師、看護師、臨床工学技士など多職種が協
力しあっています。
　手術に関して心配なことなどがありましたら、さ
さいなことでも構いませんのでお尋ねください。今
後も患者さんの不安を和らげ、安心して手術を受け
ていただけるよう努めていきます。

（手術室・中央材料室　師長　宮川　多映）

上野総合市民病院だより

日 月 火 水 木 金 土
１

名張
２
　上野

３
　名張

４
　岡波

５
　名張

６
　上野

７
　上野

８
　岡波

９
　岡波

10
　上野

11
　岡波

12
　名張

13
　上野

14
　名張

15
岡／名

16
　岡波

17　
　名張

18
　岡波

19
　名張

20
　上野

21
　上野

22
　岡波

23
　岡波

24
　上野

25
　岡波

26
　名張

27
　上野

28
　上野

29
岡／名

30
　岡波

31
　名張 ＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。


